
（
１
）

究
に
従
え
ば
、

栄
西
禅
師
（
一
一
四
一
～
一
二
一
五
、
以
下
敬
称
略
）
の
著
作
の
中
で
戒
律
に
関
係
す
る
も
の
が
若
干
知
ら
れ
て
お
り
、
他
の

著
述
に
関
し
て
も
お
よ
そ
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
異
本
と
の
関
連
や
真
偽
の
問
題
な
ど
要
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
先
人
の
研

○
受
戒
儀
軌
一
巻

○
斎
戒
勧
進
文
一
巻

○
円
頓
一
心
戒
和
解
一
巻

○
自
誓
受
三
聚
浄
戒
法
一
巻
○
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
一
巻

（
ど
）

（
３
）

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
多
賀
宗
隼
氏
は
「
栄
西
の
著
作
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
『
一
心
戒
儀
軌
』
を
上
げ
ら
れ
、
ま
た
著
書
『
栄

（
４
）

西
』
の
中
で
『
受
禅
戒
作
法
』
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

今
、
こ
こ
に
七
編
の
著
作
が
列
く
ら
れ
、
『
斎
戒
勧
進
文
』
に
つ
い
て
は
栄
西
の
著
述
と
し
て
認
知
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
円
頓

一
心
戒
和
解
』
に
つ
い
て
は
多
賀
氏
の
翻
刻
紹
介
論
文
が
あ
る
の
で
特
に
問
題
と
は
し
な
い
。

そ
し
て
右
の
論
文
の
中
で
多
賀
氏
は
、
『
受
戒
儀
軌
』
『
自
誓
受
三
聚
浄
戒
法
』
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
『
受
経
作
法
』
の
四
部
に
．

つ
い
て
は
「
そ
の
如
何
な
る
も
の
か
は
筆
者
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
座
と
言
い
、
『
栄
西
』
の
中
で
も
著
作
リ
ス
ト
か
ら
は
ず
さ
れ

（
６
）

い
て
い
る
。 『
受
禅
戒
作
法
』
の
資
料
位
置

ｌ
中
世
禅
家
に
お
け
る
菩
薩
戒
儀
軌
の
源
流
Ｉ
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本
論
で
対
象
と
す
る
の
は
、
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
と
『
受
禅
戒
作
法
』
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
本
を
正
せ
ば
同
一
系
統
の
儀

軌
本
で
あ
り
、
栄
西
親
撰
か
否
か
の
問
題
も
あ
る
が
、
特
に
後
者
は
駒
澤
大
学
に
写
本
が
伝
わ
り
、
そ
の
存
在
は
少
な
か
ら
ず

知
ら
れ
て
は
い
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
は
渡
部
賢
宗
氏
が
道
元
禅
師
の
得
度
受
戒
儀
軌
を
中
心
と
し
て
禅
戒
に
関
連
す
る

資
料
を
精
査
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
筆
者
も
稗
益
さ
れ
、
し
ば
し
ば
言
及
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
道
元
禅
師
（
一
二
○
○
～

一
二
五
三
）
の
『
出
家
略
作
法
』
は
栄
西
述
と
伝
承
さ
れ
た
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
を
直
接
参
照
し
撰
述
し
た
の
で
は
な
い
か
と

（
７
）

の
感
慨
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
理
由
は
い
く
つ
か
上
げ
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
道
元
禅
師
関
連
の
得
度
受
戒
儀
軌
類
は
栄

西
撰
と
さ
れ
る
受
戒
儀
軌
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
お
り
、
道
元
禅
師
が
日
常
的
に
使
用
す
る
受
戒
作
法
で
あ

る
『
出
家
略
作
法
』
は
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
撰
述
で
あ
り
、
そ
の
資
懐
弊
（
一
一
九
八
～
一
二
八
○
）
が
文
暦
・
嘉
禎
年
間
中
に

（
制
）

筆
録
し
た
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
（
以
下
『
随
聞
記
』
と
略
称
）
に
あ
ら
わ
れ
る
受
戒
・
戒
行
・
持
斎
と
い
っ
た
事
項
、
『
出
家
略
作
法
』く
り
）

と
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
の
構
成
の
類
似
、
『
出
家
略
作
法
』
奥
書
な
ど
か
ら
、
そ
う
決
論
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
は
『
諸
回
向
清
規
式
』
所
載
虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
『
禅
戒
軌
』
の
末
尾
に
付
さ
れ
る
一

（
川
）

本
が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
虎
関
自
身
「
始
め
此
の
戒
を
受
け
て
よ
り
、
軌
文
の
繁
略
を
整
え
ん
と
欲
す
る
に
逼
あ
ら
ざ
る
な

り
」
（
原
漢
文
）
と
自
身
が
こ
の
戒
を
受
け
た
こ
と
を
表
明
し
、
こ
の
時
の
作
法
文
に
繁
略
が
あ
り
手
を
入
れ
ざ
る
え
な
か
っ
た
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
繁
略
な
る
原
本
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
恐
ら
く
は
『
諸
回
向
清
規
式
』
中
の
『
禅
戒
軌
』
所

収
本
が
そ
れ
そ
の
ま
ま
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
今
一
度
写
本
等
を
調
査
し
て
発
表
し
た
い
希
望
が
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
微
力

に
し
て
成
し
遂
げ
得
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
そ
こ
で
も
う
一
つ
の
『
受
禅
戒
作
法
』
も
未
公
表
資
料
な
の
で
、

こ
れ
を
翻
刻
紹
介
す
る
こ
と
に
か
え
、
こ
の
よ
う
な
問
題
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
記
憶
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。
ま

た
使
用
し
た
資
料
が
錯
綜
し
て
い
る
の
で
、
末
尾
に
「
関
係
資
料
」
と
し
て
本
論
中
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
い
た
。
参
照

さ
れ
た
い
。
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一
、
『
禅
戒
軌
』
と
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
の
関
係

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
こ
れ
ら
の
資
料
関
連
を
指
摘
さ
れ
た
の
は
渡
部
賢
宗
氏
で
あ
り
、
そ
の
業
績
に
つ
い
て
、
筆
者
な
り
に

（
Ⅱ
）

次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。
再
度
確
認
す
れ
ば
、
①
伝
栄
西
撰
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
や
そ
の
異
本
類
と
曹
洞
一
本
の

受
戒
儀
軌
類
と
の
関
連
を
指
摘
し
、
②
栄
西
の
戒
儀
に
、
日
本
天
台
宗
の
五
台
院
安
然
か
ら
の
継
承
を
認
め
、
同
様
に
曹
洞
宗
戒

儀
へ
の
影
響
を
指
摘
し
出
典
を
認
め
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

①
に
つ
い
て
天
倫
楓
隠
編
『
諸
回
向
清
規
式
』
所
収
の
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
が
、
『
受
禅
戒
作
法
』
の
関
連
資
料
で
あ
る
こ
と
、

曹
洞
宗
が
伝
え
た
戒
儀
、
例
え
ば
雲
樹
寺
本
『
得
度
授
戒
作
法
』
は
そ
の
影
響
下
に
あ
り
『
諸
回
向
清
規
式
』
に
収
録
さ
れ
、
無
著

道
忠
（
一
六
五
三
～
一
七
四
四
）
撰
『
小
叢
林
略
清
規
』
「
得
度
儀
規
」
が
『
禅
苑
清
規
』
の
ほ
か
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
や
雲
樹

寺
本
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
他
の
異
本
も
含
め
種
々
の
資
料
関
係
を
解
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
渡
部
氏
は
、
虎
関
の
『
禅
戒
軌
』
と
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
に
つ
い
て
も
論
考
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
『
禅
戒
軌
』
は
、

異
本
関
係
を
調
べ
る
場
合
主
要
な
位
置
を
占
め
る
の
で
、
こ
の
論
考
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

（
吃
）

渡
部
の
論
文
「
禅
門
授
菩
薩
戒
規
に
つ
い
て
」
で
は
、
『
禅
戒
軌
』
は
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
の
略
本
で
は
な
い
こ
と
が
明
か
さ
れ

る
。
通
説
と
は
逆
に
『
禅
戒
軌
』
が
虎
関
の
撰
し
た
も
の
で
、
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
は
そ
れ
を
本
に
作
ら
れ
た
後
世
の
作
法
書
で

あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、

｜
、
虎
関
は
『
海
蔵
和
尚
紀
年
録
』
や
『
禅
戒
軌
』
そ
の
も
の
に
付
さ
れ
た
序
で
「
今
、
十
門
を
分
か
ち
て
以
て
儀
範
と
為
す
」

と
し
、
一
演
唱
・
二
間
遮
・
’
一
一
発
心
・
四
徴
侮
・
五
請
聖
・
六
三
帰
・
七
一
一
一
聚
・
八
十
重
・
九
軽
戒
・
十
回
向
の
段
に
分

か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
〈
第
七
三
聚
〉
と
〈
第
八
十
重
〉
の
間
に
〈
証
明
〉
と
〈
現
相
〉
を
建
て
て
、
実

質
上
十
二
門
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
天
台
の
『
受
菩
薩
戒
儀
』
に
基
づ
く
改
編
で
、
虎
関
の
意
に
背
い
て
い
る
。

二
、
『
禅
戒
軌
』
は
「
一
一
一
掃
第
六
。
一
切
の
受
戒
、
三
帰
を
首
と
為
す
」
と
三
帰
受
法
を
説
く
の
に
対
し
て
、
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』

３



の
そ
れ
は
伝
教
大
師
の
『
授
菩
薩
戒
儀
』
の
三
帰
段
を
重
複
し
て
載
せ
て
あ
り
、
後
人
の
増
添
を
思
わ
せ
る
。
そ
の
た
め

に
参
考
に
さ
れ
た
資
料
は
、
最
澄
『
授
菩
薩
戒
儀
』
と
安
然
『
普
通
授
菩
薩
戒
広
釈
』
で
あ
る
。

三
、
一
で
示
し
た
増
広
部
分
〈
現
相
〉
に
は
「
娑
婆
世
界
教
主
、
釈
迦
牟
尼
滅
後
、
今
已
二
千
七
百
」
の
句
が
あ
り
、
最
澄
『
授

菩
薩
戒
儀
』
「
円
珍
朱
筆
」
の
「
周
穆
王
壬
申
仏
浬
築
…
…
至
寛
平
三
年
都
経
千
八
百
三
十
九
年
」
よ
り
換
算
す
れ
ば
、
宝

暦
二
年
二
七
五
二
）
の
こ
と
に
な
り
、
虎
関
の
時
代
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

と
す
る
。
渡
部
は
『
禅
学
大
系
』
戒
法
部
の
『
禅
門
授
菩
薩
戒
規
』
を
使
用
す
る
。
こ
れ
は
現
在
ま
で
に
活
字
化
さ
れ
た
唯
一
の
本

で
あ
る
。
底
本
に
つ
い
て
当
該
書
は
、
「
某
師
の
珍
蔵
せ
る
写
本
に
よ
り
て
」
と
明
ら
か
に
せ
ず
、
『
禅
宗
編
年
史
』
は
イ
ョ
（
伊
与
）

〈
川
）

（
Ｈ
）

●

明
光
寺
の
も
の
と
紹
介
し
て
い
る
。
ほ
か
に
龍
谷
大
学
に
写
本
が
あ
る
》
」
と
が
知
ら
れ
、
こ
ち
ら
は
標
題
を
「
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
」

「
伝
舜
峰
和
尚
、
受
南
堂
鎚
繊
」
と
し
、
内
題
に
「
伝
菩
薩
戒
規
範
」
と
示
す
。
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
は
禅
学
大
系
本
が
『
禅
門
授

●

菩
薩
戒
規
』
と
し
、
こ
れ
が
通
用
し
て
い
る
が
『
禅
戒
軌
』
と
の
関
連
か
ら
は
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
の
名
称
の
方
が
相
応
し
い
と

思
う
。
し
た
が
っ
て
本
論
で
は
、
特
に
区
別
を
し
な
い
場
合
、
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
の
名
称
で
統
一
す
る
こ
と
に
し
た
。

さ
て
こ
の
舜
峰
は
東
福
寺
一
一
六
三
世
舜
峰
師
孝
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
『
東
福
寺
誌
』
に
よ
れ
ば
寛
政
五
（
一
七
九
一
一
一
）
年
九
月（
胴
）

一
一
十
一
日
に
世
寿
八
一
歳
を
以
て
示
寂
し
て
い
る
。
こ
の
直
前
の
六
月
、
承
天
寺
か
ら
南
堂
円
準
と
い
う
人
物
が
東
福
寺
常
楽
庵

に
輪
番
と
し
て
上
洛
し
、
よ
く
二
月
ま
で
勤
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
龍
谷
大
学
本
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
の
い
う
最
初
南
堂
と
い
い
、

後
に
象
田
と
改
名
し
た
人
物
は
こ
の
人
の
こ
と
と
見
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
を
伝
え
た
の
も

（
肺
）

こ
の
頃
と
推
測
で
き
、
先
の
禅
学
大
系
本
の
年
号
よ
り
四
十
年
ほ
ど
後
の
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
が
い
つ
頃
か
ら
こ
の
形

態
で
伝
わ
っ
て
い
る
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
禅
学
大
系
本
の
数
字
は
端
数
を
略
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ

の
時
代
か
ら
そ
れ
ほ
ど
隔
た
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
渡
部
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
『
禅
戒
軌
』
を
増
広
改
編
し
た
後
代

資
料
に
属
す
る
こ
と
は
承
認
で
き
る
と
思
う
。

４



『
禅
学
大
系
』
や
龍
谷
大
学
所
蔵
写
本
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
は
、
『
海
蔵
和
尚
紀
年
録
昌
諸
回
向
清
規
式
』

に
載
録
さ
れ
た
虎
関
師
錬
撰
『
禅
戒
軌
』
を
も
と
に
改
編
し
た
作
法
書
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
『
禅
戒
軌
』
が
ど
こ
ま
で
栄
西
の

元
作
法
を
継
承
す
る
も
の
な
の
か
、
何
故
虎
関
が
栄
西
の
菩
薩
戒
思
想
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
ほ
ど
明
確

に
言
及
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
は
な
い
の
で
、
一
言
触
れ
て
お
く
。

虎
関
が
『
禅
戒
軌
』
に
付
し
た
序
で
は
、
「
昔
、
菩
提
達
磨
、
南
印
度
よ
り
仏
心
印
を
帯
び
て
支
那
に
入
る
。
直
指
単
伝
、
蛸
絶

、
、
、
、
、
、
、

嶋
岩
な
り
。
然
る
に
菩
薩
戒
を
以
て
井
び
に
一
一
祖
に
授
く
。
爾
来
五
家
七
宗
、
授
受
を
綴
せ
ず
。
・
・
・
…
始
め
此
の
戒
を
受
け
て
よ
り
、

（
、
）

軌
文
の
繁
略
を
整
え
ん
と
欲
す
る
に
逼
あ
ら
ざ
る
な
り
。
釈
仏
心
印
を
受
け
杖
払
、
井
び
に
菩
薩
戒
を
授
与
せ
ら
る
。
禅
の
一
大

（
順
）

事
、
差
あ
、
此
の
大
戒
、
余
口
叩
に
似
ず
。
達
磨
祖
師
、
心
印
に
合
せ
て
伝
う
。
是
の
故
に
受
者
当
に
浄
信
を
生
ず
べ
し
」
と
、
栄

西
が
伝
え
た
達
磨
直
伝
の
菩
薩
戒
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
え
ば
、
虎
関
自
身
が
記
し
た
『
元
亨
釈
書
』
に
よ
っ
て
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
虎
関

は
わ
が
朝
禅
の
黎
明
期
に
お
い
て
禅
を
伝
え
た
東
福
寺
開
山
円
爾
弁
円
（
一
二
○
二
～
一
二
八
○
）
の
法
孫
に
あ
た
り
、
円
爾
ｌ

東
山
湛
照
ｌ
虎
関
と
次
第
す
る
が
、
そ
の
虎
関
自
身
が
記
し
た
円
爾
伝
に
、

乃
ち
三
井
を
出
で
て
野
州
長
楽
寺
に
往
き
、
栄
朝
に
従
い
別
伝
の
道
を
問
う
。
朝
は
建
仁
西
公
の
上
足
な
り
。
初
め
西
は
、

（
川
）

敵
虚
の
室
の
禅
門
大
戒
図
を
得
。
爾
、
就
い
て
こ
れ
を
受
く
。
（
原
漢
文
）

と
、
円
爾
が
参
学
の
当
初
、
栄
西
が
虚
庵
懐
敞
か
ら
禅
門
の
大
戒
を
相
承
し
て
帰
朝
し
た
こ
と
を
知
り
、
栄
西
の
上
足
栄
朝
（
？

～
一
二
四
七
）
を
訪
ね
て
こ
れ
を
受
け
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
聖
一
国
師
年
譜
』
（
法
嗣
圏
心
編
）
で
も
ほ
と
ん
ど
同
様
で
、

吾
聞
く
、
野
州
の
長
楽
寺
に
栄
朝
と
い
う
者
あ
り
蝿
。
た
だ
三
部
の
密
法
を
伝
持
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
而
し
て
ま
た
禅

二
、
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
か
ら
『
禅
戒
軌
』
へ

５



戒
を
受
け
て
教
外
別
伝
の
道
を
聴
く
。
知
識
は
遥
か
に
あ
ら
ず
、
何
ぞ
此
に
滞
ら
ん
や
、
と
。
乃
ち
園
城
を
出
で
て
野
州
に

赴
く
。
朝
に
就
い
て
そ
の
穂
む
所
を
扣
愉
←
（
原
漢
文
）

つ
つ

と
し
て
い
る
。
円
爾
は
明
ら
か
に
教
外
別
伝
の
教
え
と
禅
戒
を
目
的
と
し
て
、
栄
朝
に
参
じ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
同
じ
く
『
元
亨
釈
書
』
栄
西
伝
に
虎
関
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

こ
れ
に
先
だ
ち
万
年
に
あ
る
の
日
、
敵
、
語
し
て
白
さ
く
、
菩
薩
戒
は
禅
門
の
一
大
事
な
り
。
汝
、
海
を
航
り
来
た
っ
て

禅
を
我
に
問
う
。
因
っ
て
之
、
及
び
応
器
坐
具
宝
餅
往
杖
白
払
を
付
す
、
と
。
そ
の
図
、
迦
文
已
下
二
十
八
祖
、
達
磨
よ
り

（
即
）

こ
の
か
た
虚
庵
に
至
っ
て
嫡
々
相
承
、
横
枝
を
括
ら
ず
五
十
三
世
の
系
連
、
明
殿
な
り
。
（
原
漢
文
）

「
之
」
と
は
ま
さ
し
く
菩
薩
戒
そ
の
も
の
で
あ
り
、
「
菩
薩
戒
は
禅
門
の
…
…
」
よ
り
「
…
…
応
器
坐
具
宝
餅
往
杖
白
払
を
付
す
」

ま
で
は
、
道
元
禅
師
が
伝
え
る
黄
龍
下
の
血
脈
、
「
授
覚
心
戒
脈
」
「
授
理
観
戒
脈
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
、
の
「
証
文
」
部
分
に

ほ
ぼ
等
し
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
伝
戒
の
血
脈
な
の
で
、
こ
れ
を
付
嘱
さ
れ
た
人
以
外
に
は
知
る
こ
と
が
な
い
文
で
あ
る
。
即
ち
こ

の
語
句
を
栄
西
伝
に
挿
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
虎
関
そ
の
人
も
、
こ
の
血
脈
を
授
か
っ
た
一
人
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

虎
関
の
行
状
を
示
す
『
海
蔵
和
尚
紀
年
録
』
に
よ
れ
ば
、
栄
西
下
の
菩
薩
戒
を
受
け
た
と
い
う
記
録
は
な
い
が
、
円
爾
が
相
承

し
た
も
の
を
、
東
山
（
一
二
三
一
～
一
二
九
一
）
を
通
し
て
授
け
ら
れ
た
と
見
る
の
が
無
難
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
禅
宗
に
伝
わ
る

菩
薩
戒
の
記
事
は
、
鎌
倉
時
代
の
禅
者
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
を
見
る
と
、
道
元
禅
師
が
曹
洞
下
の
如
浄
よ
り
受
け
た
こ
と
を
例
外

（型）

と
し
て
、
遡
れ
ば
す
べ
て
栄
西
に
収
散
さ
れ
る
。
そ
の
道
元
禅
師
も
、
明
全
（
一
一
八
四
～
一
二
二
五
）
よ
り
栄
西
下
の
戒
脈
を

、
、

相
承
し
て
い
る
。
虎
関
が
『
禅
戒
軌
』
演
唱
で
「
椎
れ
我
が
明
電
」
と
強
調
す
る
所
以
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
虎
関
も
、
栄
西
相
承
の
菩
薩
戒
を
受
け
う
る
立
場
に
い
た
こ
と
、
ま
た
栄
西
等
が
わ
ず
か
に
伝
え
た
達
磨
直
伝
の

菩
薩
戒
な
る
が
故
に
こ
の
保
存
と
挙
揚
に
勤
め
た
に
違
い
な
い
。
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『
禅
戒
軌
』
序
は
、
『
禅
戒
軌
』
著
述
の
理
由
を
「
軌
文
（
栄
西
作
法
書
）
の
繁
略
」
に
あ
る
と
説
明
す
る
。
こ
の
栄
西
の
作
法
書

と
は
『
諸
回
向
清
規
式
』
所
載
の
『
禅
戒
軌
』
（
以
下
こ
の
本
を
指
す
時
は
諸
回
向
本
と
呼
称
す
る
）
末
尾
に
「
栄
西
述
」
と
い
う
『
梵

網
経
菩
薩
戒
作
法
』
を
収
録
す
る
こ
と
か
ら
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
（
以
下
『
梵
網
戒
作
法
』
と
略
称
）
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
『
梵
網
戒
作
法
』
は
作
法
が
略
さ
れ
て
い
た
り
煩
雑
な
文
章
を
含
ん
で
い
た
り
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
両

書
の
本
文
の
字
句
の
異
同
の
み
を
対
比
し
て
も
、
繁
略
を
整
理
し
た
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
渡
部

（
郡
〉

論
文
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
省
き
、
こ
こ
で
は
全
編
の
構
成
を
対
比
し
て
例
示
す
る
こ
と
に
す
る
。

『
禅
戒
軌
』

『
梵
網
戒
作
法
』

一一

演
唱三請繊

帰聖悔

問
遮

四
弘
誓
願

道
場
荘
厳

総
礼

如
来
唄

釈
迦
牟
尼
仏
宝
号

加
持
香
水

徴
悔

帰

７



現
相

後
唄

圓
ｌ

作
法
が
略
さ
れ
て
い
る
と
い
う
部
分
は
、
受
戒
に
必
要
と
さ
れ
る
「
問
遮
」
（
遮
難
・
七
遮
）
の
ほ
か
、
「
四
十
八
軽
戒
」
や
「
四

弘
誓
願
」
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。
文
章
自
体
は
例
え
ば
、
「
憧
悔
」
段
を
比
較
し
て
み
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
『
禅
戒
軌
』

（
鋼
）

の
方
が
徴
悔
文
自
体
を
載
せ
な
い
な
ど
不
備
も
あ
る
。

一
方
、
繁
と
い
う
の
は
、
『
梵
網
戒
作
法
』
が
「
如
来
唄
」
な
ど
の
前
作
法
を
置
き
、
「
加
持
香
水
」
や
「
回
向
」
の
内
容
な
ど
、
密

教
的
な
色
彩
が
濃
い
の
を
、
『
禅
戒
軌
』
は
削
筆
し
て
改
め
た
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
該
当
す
る
の
だ
ろ
う
。
ま

た
『
梵
網
戒
作
法
』
に
は
「
菩
薩
戒
序
」
が
あ
り
、
『
禅
戒
軌
』
が
採
用
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
た
い
。

そ
れ
で
は
虎
関
の
こ
う
し
た
改
変
は
当
を
得
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
。
渡
部
氏
は
、
虎
関
の
『
禅
戒
軌
』
と
『
梵
網
戒
作
法
』
や

『
受
禅
戒
作
法
』
を
比
較
し
て
『
受
禅
戒
作
法
』
は
後
代
の
も
の
と
位
置
づ
け
、
『
梵
網
戒
作
法
』
に
つ
い
て
は
後
に
栄
西
親
撰
の
態

度
を
と
ら
れ
た
。
本
稿
の
課
題
も
こ
の
点
に
あ
り
、
次
節
に
お
い
て
改
め
て
取
り
上
げ
る
。

三
、
道
元
禅
師
撰
『
出
家
略
作
法
』
と
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』

道
元
禅
師
が
撰
述
さ
れ
た
作
法
書
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
『
出
家
略
作
法
』
と
し
て
知
ら
れ
る
一

十
重
禁
戒

四
十
八
軽
戒

三
聚
浄
戒

三
聚
浄
戒

菩
薩
戒
序

十
重
禁
戒

８



本
で
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
こ
の
本
は
嘉
禎
三
年
の
撰
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
道
元
禅
師
自
身
が
奥
書
を
し
た
た
め
て
お
り
、

そ
こ
に
著
さ
れ
た
年
時
で
あ
る
。
今
必
要
な
個
所
を
引
い
て
お
く
。

嘉
禎
三
年
丁
酉
結
制
の
日
、
こ
れ
を
撰
す
。

講
戒
と
受
戒
と
は
、
そ
の
儀
、
別
な
り
。
こ
れ
を
詳
ら
か
に
す
ろ
も
の
少
な
し
。
何
に
況
や
大
僧
菩
薩
の
戒
相
を
や
。
こ

れ
を
明
ら
か
に
す
ろ
も
の
多
か
ら
ず
。
今
撰
す
る
と
こ
ろ
は
講
戒
の
流
な
り
。
而
る
に
菩
薩
戒
の
儀
式
、
こ
れ
を
伝
授
す
る

（郷）

も
の
は
稀
な
り
。
今
、
卿
か
略
作
法
を
存
し
て
、
而
し
て
授
受
の
儀
を
一
示
す
な
り
。
（
原
漢
文
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
道
元
禅
師
は
、
自
身
が
撰
述
し
た
『
出
家
略
作
法
』
は
講
戒
の
儀
式
で
あ
る
と
し
、
ま
た
こ
こ
に
受
戒
の
儀
礼

を
も
合
糠
し
た
と
い
う
こ
と
を
断
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
講
戒
と
い
う
儀
礼
と
受
戒
と
い
う
異
な
る
儀
礼
が
あ
り
、
道
元
禅
師
は
、

基
本
的
に
は
講
戒
の
作
法
書
と
し
て
こ
れ
を
撰
述
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
関
連
し
て
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
作
業
と

（郡）

考
察
を
通
し
て
、
次
の
よ
う
な
仮
説
が
得
ら
れ
た
。

「
道
元
禅
師
は
、
新
た
に
撰
述
し
た
『
出
家
略
作
法
』
を
「
講
戒
」
の
儀
軌
と
位
置
づ
け
、
受
戒
と
は
異
な
る
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
受
戒
の
儀
式
を
合
糠
し
た
。

「
道
元
禅
師
は
、
受
戒
に
お
い
て
は
戒
に
関
す
る
部
分
は
た
だ
戒
名
を
唱
え
る
だ
け
で
、
内
容
に
つ
い
て
解
説
、
も
し
く

は
戒
経
本
文
の
規
定
を
読
み
上
げ
な
い
、
と
考
え
て
い
た
。

一
、
道
元
禅
師
の
伝
承
を
記
録
し
た
と
推
定
さ
れ
る
『
戒
法
論
』
で
は
、
達
磨
は
十
戒
を
伝
え
、
鳩
摩
羅
什
は
こ
れ
を
経
本

に
し
た
『
梵
網
経
』
を
将
来
し
、
両
者
は
形
態
は
異
な
る
が
ソ
ー
ス
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
い
た
。

ま
た
講
戒
と
い
う
行
事
自
体
、
定
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
一
応
、

｜
、
講
戒
と
い
う
行
事
は
、
道
元
禅
師
の
曾
孫
螢
山
紹
瑛
（
一
二
六
四
～
一
三
二
五
）
が
『
伝
光
録
』
で
「
神
明
来
て
聴
戒
し
、

（
湖
）

布
薩
ご
と
に
参
見
す
」
と
記
述
し
て
い
る
戒
の
内
容
を
会
衆
に
聴
か
せ
持
斎
す
る
た
め
の
も
の
で
、
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』

９



そ
こ
で
先
ず
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
と
道
元
禅
師
撰
『
出
家
略
作
法
』
の
対
照
図
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
後
の
便
宜
の

た
め
『
受
禅
戒
作
法
』
も
あ
わ
せ
載
せ
る
こ
と
に
す
る
。

と
推
測
し
た
。

、
、
、
、

に
「
況
ヤ
学
道
ノ
人
、
持
戒
梵
行
ニ
シ
テ
、
仏
祖
ノ
行
履
ニ
マ
カ
セ
テ
身
儀
ヲ
ヲ
サ
ム
レ
バ
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、

律
儀
ノ
戒
行
ヲ
守
ラ
バ
、
心
モ
随
テ
改
ル
ベ
キ
也
」
「
戒
行
持
斎
ヲ
守
護
ス
ベ
ケ
レ
バ
ト
テ
」

興
聖
寺
で
行
わ
れ
て
い
た
戒
行
持
斎
生
活
の
た
め
の
作
法
で
あ
る
。

ま
づ

心
地
モ
随
テ
整
ナ
リ
」
「
先〈
郷
）

（
圏
点
筆
者
）
と
箸
共
ど
れ
た
、
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菩
薩
戒
序

三
聚
浄
戒

三
帰

償
悔

総
礼
・
如
来
唄
・
宝
号
・
加
持
香
水

『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』

菩
薩
戒
序

三
聚
浄
戒

三
帰

繊
悔

「
菩
薩
聴
受
戒
文
」

奉
請

徴
悔
・
三
帰
・
五
戒
・
沙
弥
十
戒
・
三

聚
浄
戒
・
十
重
禁
戒

授
坐
具
袈
裟

剃
髪
作
法

序
文

『
出
家
略
作
法
』

菩
薩
戒
序

三
聚
浄
戒

三
帰

奉
請

徴
悔

総
礼
・
如
来
唄
・
宝
号
・
問
遮
・
加
持

香
水

『
受
禅
戒
作
法
』



151411311211表
中
段
の
道
元
禅
師
の
『
出
家
略
作
法
』
に
つ
い
て
、
受
戒
の
儀
則
を
あ
わ
せ
た
と
い
う
の
は
番
号
で
ｌ
～
４
の
部
分
で
あ
る
。

５
「
菩
薩
聴
受
戒
文
」
と
な
っ
て
い
る
部
分
か
ら
「
講
戒
」
に
相
当
す
る
の
で
、
こ
こ
の
部
分
を
見
て
み
る
。
『
出
家
略
作
法
』
の
回

向
は
、
内
容
的
に
は
『
梵
網
戒
作
法
』
の
⑬
「
現
相
」
と
巧
「
回
向
」
と
を
あ
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
実
質
的
に
『
梵

網
戒
作
法
』
と
比
較
し
て
足
り
な
い
も
の
は
必
「
後
唄
」
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
菩
薩
戒
序
」
が
あ
る
点
が
通
常
の
儀
軌
と
異

（
劃
）

な
る
点
で
あ
る
。
「
笠
口
薩
戒
序
」
と
は
布
薩
の
序
で
あ
る
。
斎
戒
と
は
在
家
信
者
が
行
う
布
薩
の
行
儀
で
あ
る
こ
と
が
原
意
と
さ
れ

（
抑
）

る
の
で
、
恐
ら
く
こ
の
意
味
か
ら
付
加
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
栄
西
の
『
斎
戒
勧
進
文
』
で
は
斎
戒
を
菩
薩
戒
と
断
り
、

そ
の
ほ
か
在
家
信
者
に
限
ら
ず
、
大
僧
の
出
家
生
活
を
長
斎
と
見
て
い
る
）
。
栄
西
や
道
元
禅
師
の
行
っ
た
「
講
戒
」
の
行
事
が
、

斎
戒
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
な
い
と
、
「
菩
薩
戒
序
」
が
何
の
た
め
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
か
意
味
を
見
出
せ
ず
、
例
え
ば
『
禅
戒
軌
』

の
ご
と
く
廃
棄
削
除
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
講
戒
に
つ
い
て
詳
細
が
不
明
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
八
斎
戒
の
受
戒
法
は
、
『
増
一
阿
含
経
』
十
六
「
高

瞳
品
」
（
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
、
以
下
「
大
正
蔵
」
）
、
別
訳
と
し
て
の
『
仏
説
八
関
斎
経
』
（
大
正
蔵
一
）
、
『
大
智
度
論
』
十
三
（
大

正
蔵
二
十
五
）
、
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
十
四
（
大
正
蔵
二
十
九
）
の
ほ
か
、
『
菩
薩
受
斎
経
』
（
大
正
蔵
二
十
四
）
、
密
教
系
の
『
受
五

戒
八
戒
文
具
大
正
蔵
十
八
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
作
法
中
で
戒
序
を
置
く
も
の
は
な
い
。
ま
た
渡
部
氏
も
『
梵
網
戒
作
法
』

11

1５ 1４ 1３ 1２ 11

回
向

後
唄

現
相

十
重
禁
戒

回
向

十
重
禁
戒

回
向

後
唄

現
相

四
十
八
軽
戒

十
重
禁
戒



〈
マ
マ
）

戒
序
か
ら
『
元
亨
釈
書
』
栄
西
章
の
「
建
久
一
一
一
年
、
香
推
神
宮
の
側
に
於
て
建
久
報
恩
寺
を
構
え
、
始
め
て
菩
薩
大
戒
布
薩
を
行

歯
」
（
原
漢
文
）
の
記
事
と
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
菩
薩
戒
に
よ
る
布
薩
を
別
に
行
っ
て
い
た
と
す
る
の
で
、
大
僧
も
併
修
す

（
犯
）

る
よ
う
な
斎
戒
が
並
存
す
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
曹
洞
宗
の
宗
学
者
面
山
瑞
方
（
一
六
八
一
二
～
一
七
六
九
）
は
建
仁

寺
で
『
梵
網
経
』
を
開
演
し
、
次
い
で
『
出
家
略
作
法
』
の
受
戒
を
行
い
『
洛
陽
東
山
建
仁
禅
寺
戒
壇
録
』
と
し
て
記
録
に
残
し
て

（
抑
）

い
る
。
面
山
は
「
是
れ
此
の
山
の
古
戒
を
将
っ
て
、
而
し
て
再
び
今
此
の
山
に
還
る
な
垢
リ
」
（
原
漢
文
）
と
栄
西
が
道
元
禅
師
に
伝

え
た
戒
を
返
す
の
だ
と
し
、
時
の
建
仁
寺
北
燗
道
爾
も
「
昔
、
千
光
祖
翁
、
虚
庵
の
室
に
入
り
布
薩
戒
を
伝
来
し
、
今
に
連
綿
た
り
。

然
る
に
戒
脈
、
中
古
に
其
の
伝
を
失
す
。
一
衆
嘆
傷
す
る
に
堪
え
ざ
る
な
り
」
（
原
漢
文
）
と
い
い
、
宝
暦
十
一
（
一
七
六
二
年

ご
ろ
の
建
仁
寺
で
は
そ
れ
ら
し
き
行
事
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
戒
脈
な
ど
本
旨
を
失
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
面
山
は
曹

洞
宗
に
残
っ
た
作
法
で
こ
れ
を
伝
え
、
旧
巣
に
戻
し
た
と
感
銘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
建
仁
寺
北
砺
が
「
布
薩
戒
」
と

称
し
た
も
の
、
即
ち
栄
西
が
「
斎
戒
」
と
い
い
、
道
元
禅
師
が
「
戒
行
・
持
斎
」
と
言
及
し
、
螢
山
が
「
神
明
来
て
聴
戒
し
」
た
と

い
う
行
事
を
こ
こ
で
は
講
戒
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
右
表
で
『
受
禅
戒
作
法
』
や
『
禅
戒
軌
』
は
七
遮
（
問
遮
・
遮
難
）
を
加
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
恐
ら
く
栄
西
の
立
場
か
ら

す
れ
ば
本
来
作
法
中
に
加
え
る
必
要
の
な
い
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
巻
二
に
は
、
弟
子
懐
弊

の
質
問
に
対
し
て
道
元
禅
師
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

問
云
、
受
戒
ノ
時
ハ
セ
逆
ノ
徴
悔
ヲ
許
サ
ズ
。
先
キ
ノ
戒
中
二
逆
罪
モ
繊
侮
ス
ペ
シ
ト
見
１
、
如
何
。

ま
こ
と
に

答
云
、
実
繊
悔
ス
ベ
シ
。
．
：
〈
中
略
〉
…
。

問
云
、
七
逆
既
一
一
徴
悔
ヲ
許
サ
バ
、
又
受
戒
ス
ベ
キ
ヵ
、
如
何
。
こ
れ

み
ず
か
ら

答
云
、
然
也
。
故
僧
正
自
所
立
ノ
義
也
。
既
二
徴
悔
ヲ
許
パ
、
又
是
受
戒
ス
ベ
シ
。
…
・
一
蝋
一

七
逆
を
犯
せ
ば
繊
悔
を
許
さ
ず
、
再
び
受
戒
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
戒
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
受
戒
す

1２



る
時
に
教
授
阿
闇
梨
は
七
遮
を
質
問
し
、
か
つ
て
犯
し
た
こ
と
が
な
い
か
確
認
を
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
梵
網
経
』
に
は
七
逆

（
掴
）

の
徴
悔
を
許
す
か
の
よ
う
な
文
一
一
一
一
口
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
先
ず
懐
弊
は
確
認
す
る
。
道
元
禅
師
は
『
梵
網
経
』
は
七
逆
の
繊
悔
を

認
め
て
い
る
、
と
答
え
る
。
続
け
て
懐
弊
は
、
繊
悔
し
た
後
、
再
び
受
戒
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
尋
ね
る
。
禅

師
は
同
様
に
、
繊
悔
さ
え
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
後
に
受
戒
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
答
え
、
こ
れ
は
故
僧
正
（
栄
西
僧
正
）

（
柵
）

が
明
か
さ
れ
た
教
義
で
あ
る
、
と
付
け
加
』
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
栄
西
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
受
戒
儀
礼
に
お
い
て
七
逆
を
問

遮
す
る
こ
と
は
意
味
の
な
い
こ
と
と
は
決
し
て
思
わ
な
い
が
、
『
梵
網
戒
作
法
』
が
こ
の
段
を
設
け
な
い
の
も
了
承
で
き
る
。
そ
し

て
こ
の
説
を
承
け
て
い
る
道
元
禅
師
の
儀
軌
に
も
七
遮
の
段
は
存
在
し
な
い
。

さ
ら
に
『
受
禅
戒
作
法
』
等
に
は
、
十
重
禁
戒
に
続
け
て
四
十
八
軽
戒
を
置
く
が
、
通
常
受
戒
儀
軌
に
お
い
て
は
波
羅
夷
罪
の

（
抑
）

み
が
説
か
れ
、
菩
薩
戒
に
お
い
て
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
先
に
上
げ
た
『
戒
法
論
』
の
道
元
禅
師
の
伝
承
で
、
達
磨
は
十
戒

を
伝
え
た
と
い
う
趣
旨
か
ら
も
、
四
十
八
軽
戒
は
蛇
足
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
他
の
儀
軌
と
の
参
差
を
踏
ま
え
た
上
で
、
『
梵
網
戒
作
法
』
が
「
菩
薩
戒
序
」
を
有
す
る
と
い
う
特
殊
面
も
押
さ

え
る
と
、
道
元
禅
師
撰
の
『
出
家
略
作
法
』
と
栄
西
述
と
さ
れ
る
『
梵
網
戒
作
法
』
は
構
成
上
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。
『
出
家
略
作
法
』

を
撰
述
す
る
以
前
か
ら
、
『
随
聞
記
』
で
は
受
戒
等
を
行
っ
て
い
た
様
子
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
明
全
か
ら
伝
え
ら
れ

た
こ
う
し
た
栄
西
の
遺
産
を
受
け
継
い
で
、
活
用
し
て
い
た
形
跡
と
見
な
し
う
る
。
同
時
に
栄
西
伝
承
を
有
す
る
数
々
の
儀
軌
の

中
で
『
梵
網
戒
作
法
』
は
、
『
出
家
略
作
法
』
を
中
心
と
す
る
道
元
禅
師
周
辺
か
ら
得
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
情
報
と
リ
ン
ク
し
て
く

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
を
栄
西
禅
師
の
撰
述
の
可
能
性
が
高
い
と
言
い
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
『
受
禅
戒
作
法
』
の
位
置
づ
け

前
掲
の
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
や
『
禅
戒
軌
』
の
二
本
と
、
駒
澤
大
学
が
収
蔵
し
多
賀
氏
が
そ
の
箸
『
栄
西
』
の
中
で
唯
一
上

1３



げ
ら
れ
た
作
法
書
『
受
禅
戒
作
法
』
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
繊
悔
」
や
「
三
帰
」
段
な
ど
、
『
梵
網
戒
作
法
』

に
存
在
し
て
い
る
も
の
は
お
お
む
ね
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
両
者
に
共
通
し
な
い
部
分
、
前
節
の
対
照
表
に
見
る

よ
う
に
、
「
問
遮
」
段
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
渡
部
氏
は
『
梵
網
戒
作
法
』
と
虎
関
『
禅
戒
軌
』
を
以
て
比
較

し
、
『
禅
戒
軌
』
を
参
照
し
て
い
る
と
さ
れ
た
が
、
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
と
の
関
連
も
見
出
せ
る
。

「
受
禅
戒
作
法
』
と
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
の
共
通
字
句
に
傍
線
を
付
し
た
。
『
禅
戒
軌
』
は
「
若
善
男
子
請
菩
薩
戒
。
先
当

1４

｜
遮
不
可
与
戒
’
況
二
三
乎
個
全
非
伝
戒
器
、
無
七
遮
人
、

…
。

洲
詞
廿
遡
１
斗
出
凶
副
Ⅲ
１
コ
殺
到
１
コ
殺
剛
１
画
劉
杣
削
引

到
殺
阿
闘
調
Ｊ
側
圏
翻
圏
刊
廿
劉
劃
川
１
刺
ｕ
ｕ
遡
刑
矧
刈
湖
。

其
余
皆
通
徴
悔
。
胡
先
間
。
肌

今
汝
等
無
有
七
遮
難
否
鱗
頴

！
。

善
男
子
善
女
人
、
請
菩
薩
戒
、
先
当
問
取
有
七
遮
否
瞠
若
有

『
受
禅
戒
作
法
』

所
謂
七
遮
．
｜
仏
身
血
、
二
父
、
三
母
、
四
殺
和
尚
、
五
阿
闇
黎
、

！

雪
。

。

戒
経
云
、
若
現
身
有
七
遮
、
師
不
応
与
受
戒
。
我
今
問
汝
、

当
如
実
答
。
若
不
実
答
。
徒
苦
自
他
無
所
尅
獲
。

○
汝
等
不
殺
父
不
。
○
汝
等
不
殺
母
不
。
○
汝
等
不
殺
和
尚
不
。

○
汝
等
不
殺
阿
闇
黎
不
。
○
汝
等
不
殺
掲
磨
僧
不
。
○
汝
等

不
殺
聖
人
不
。
鶚
浄

既
鯛
匂
趨
１
壇
劃
削
剃
。

不
可
与
戒
’
祝
二
三
乎
’
全
非
伝
戒
器
、
無
七
遮
人
、
即
得

詞
。

若
善
男
子
．
諸
菩
薩
戒
．
先
当
問
取
有
七
遮
不
’
若
有
一
遮

『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』



問
取
。
有
七
遮
不
。
若
有
一
遮
不
可
与
戒
。
況
二
三
。
全
非
伝
戒
器
。
無
七
遮
人
即
得
受
戒
。
所
謂
七
遮
・
一
仏
身
血
。

二
父
。
三
母
。
四
殺
和
尚
。
五
阿
闇
梨
。
六
破
褐
磨
。
七
殺
聖
人
。
如
上
七
逆
不
得
大
戒
。
故
先
問
之
」
と
す
る
）

『
受
禅
戒
作
法
』
の
末
尾
「
既
無
七
遮
、
堪
受
浄
戒
」
の
語
句
を
比
較
す
れ
ば
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
に
近
い
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
『
禅
戒
軌
』
と
も
似
て
い
る
部
分
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
が
『
禅
戒
軌
』
を
承
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
を
例
す
る
に
「
現
相
」
段
が
適
当
で
あ
る
。
虎
関
の
『
禅
戒
軌
』
に
「
現
相
」
は
な
い
。

量
瑞
旧
光
泪
沼
雇
。
異
香
薫
等
瑁

散
と

△
７
「
．
酌
脹
Ｉ
へ
ニ
ー
ロ
ド
山
国
又
▲
脳

同
時
椛
一
磁
石
錨
詞
郵
剛
止
ム
四

鬮
辿
、
四
ｍ
旧
玩
く
工
刎
翠
狙
哩
、
胆
、
準
日
記
拱
壗
且
爆
風
、
記
丞
蝿
四
馴
切
末
頁
論
課
ｗ
Ｌ
叩

囚
。
“
決
定
有
分
・
〈
怠
く
念
》
護
持
》
ｃ
時
『
特
旨
策
励
」
仮
使
熱
鉄
輪
雑
旋
謂

種
已
受
菩
薩
所
受
浄
戒
暉
爾
時
十
万
諸
仏
菩
毒
醤
翫
此
法
關
相

終
莫
以
此
若
退
笠
口
提
行
願
’
今
日
誌

見
断
邸
甘
木
川
』
田
汀
十
Ｔ
Ｉ
甘
木
ウ
ロ
笠
口
溝
趣
骸
眠
甘
不
鉾
宣
益
轌
処
「
元
ユ
ニ
ヌ
善
露
盤
耐

】
温
く
己
、
＋
山
匿
鱈
今
口
輪
い
く
〒
止
」
刈
巨
兄
鈩
枢
．
士
］
〒
止
釘
叫
巨
兄
馳
打
跡
乢
主

閣
等
６
種
種
瑞
泗
相
、
法
電
一
顧
唄
一
、
‐
田
“
此
表
一
不
如
是
善

同
上
八
府
空
恒
時
‐
払
奴
能

浄
土
、
扣
鏡
現
像
、
如
谷
一
心
響
。
右

辱
吻
ム
フ
仙
乢
正
坑
》
剛
一
屯
稲
辻
白
目

期
嚇
喧
挿

四
又
寺
出
リ
｜
△
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斜
風
刺
調
減
倒
、
澗
闇
閻
浮
提
対
田
靱
国
何

州
何
訓
何
山
何
割
僧
伽
藍
処
、

有
発
心

Ｎ
劃
富
国
削
瑚
。
致
浄
信
請
証
明
胡
刮
司
幽
梱
剰
也
。
掴
封
割

趨
嗣
劃
観
喜
。
各
各
皆
司
、

刮
刎
矧
等
極
悪
之
処
。
具
足
煩
悩
。

悪
業
衆
生
。
能
発
如
是
極
勝
之
心

受
菩
薩
戒
。

圏
剃
荊
制
。

閑
制
燭
閣
。
遥
見
是
人
、

生
引
剰
想
。
爾
時
諸
仏
為
証
明
。
菩
薩
為
同
学
。
天
龍
八
部

識
念
力
故
。
功
徳
増
長
不
失
善
根
。
従
此
受
戒
人
、
今
生
必

得
福
寿
而
無
諸
狹
。
当
来
汝
等
証
法
身
。
是
故
諸
人
至
心
護
持
。

寧
失
身
命
勿
敢
違
犯

四
因
縁
曲
荷
仰
剴
唱
刻
引
彼
仏
答
言
、
娑
婆
世
界
教
主
、
釈
伽

言
受
禅
戒
作
法
』
と
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
の
共
通
字
句
に
傍
線
を
付
し
た
。
『
梵
網
戒
作
法
』
は
「
次
現
相
。
当
此
時
十
方

世
界
諸
仏
浄
土
有
無
量
瑞
相
之
光
明
明
照
異
香
黛
等
現
。
彼
士
菩
薩
問
彼
土
仏
。
何
因
縁
故
有
此
相
現
。
彼
仏
答
言
。
娑

婆
世
界
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
。
壬
申
滅
後
二
千
歳
。
南
閻
浮
提
大
日
本
国
某
月
某
日
某
州
某
処
。
有
発
心
人
受
菩
薩
浄
戒
。

致
浄
信
請
証
明
。
故
有
此
相
現
也
。
彼
士
菩
薩
威
生
歓
喜
。
各
各
皆
言
。
如
是
等
極
悪
之
処
。
具
足
煩
悩
。
悪
業
衆
生
。

能
発
如
是
極
勝
之
心
受
菩
薩
戒
。
甚
為
希
有
。
深
生
怜
感
也
。
爾
時
諸
仏
為
戒
師
為
証
明
。
菩
薩
為
同
学
為
同
侶
。
天
王

鯛
調
『
刎
矧
極
桝
噺
割
側

彼
士
菩
薩
問
叩
Ｈ
両
側
一
受
浄
戒
。
又
有
具
惑
菩
薩
、
不
知
瑞
縁
故
。
各
問
Ⅲ
判
而
州

具
足
煩
悩
。

剰
割
鬮
剥
刊

詞
回
凶
滅
掴
、
今
已
二
千
七
百
。
潤
闇
胆
部
刈
田
刺
国
某
川

某
訓
某
所
某
山
某
割
道
場
中
、
何
年
号
何
月
何
日
、
葡
剰
四

Ｎ
割
割
趨
割
剃
寛
。
胡
旬
幽
瑞
棡
剰
。
時
掴
封
醤
趨
嗣
對
観
喜
。

相
謂
司
、
彼
娑
婆
世
界
、
五
濁
悪
処
、
釈
迦
仏
滅
後
、
已
是
像
末
、

煩
悩
猛
利
、
不
善
具
足
、
如
圏
時
処
、

飼
剰
姻
周
臘
上
。
ｕ
、
為
大
菩
提
劃
斜
劃
趨
瑚
劃

剃
荊
旬
。
娑
婆
世
界
一
日
持
戒
、
所
得
功
徳
、
勝
超
十
方
無

難
浄
土
、
百
劫
修
行
。
乃
於
汝
等
、
閑
矧
脚
翻
、
如
引
如
剰
。

巻
念
親
愛
、
由
此
仏
菩
薩
巻
念
憐
感
故
、
令
汝
等
新
学
菩
薩
、

希
求
善
法
、
倍
復
増
長
、
無
有
退
減
。

題
縁
故
有
此
相
・
牢
彼
仏

娑
婆
世
界
教
主
釈
迦
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龍
王
夜
叉
羅
刹
等
来
加
擁
護
。
依
之
今
生
必
得
百
二
十
年
之
寿
福
而
無
蓋
。
当
来
定
託
三
輩
九
品
之
蓮
台
而
可
生
。
汝
等

宜
応
志
心
護
持
不
惜
身
命
勿
毅
犯
。
仰
願
三
宝
慈
悲
願
海
垂
証
明
知
見
。
梵
綱
菩
薩
戒
経
証
知
施
主
丹
誠
。
令
満
足
二
世

求
願
。
乃
至
法
界
平
等
利
益
供
養
浄
陀
羅
尼
一
切
調
諦
抑
回
向
無
上
大
菩
提
側
」
で
あ
る
）

『
受
禅
戒
作
法
』
は
こ
の
段
で
は
『
梵
網
戒
作
法
』
に
近
い
。
そ
こ
に
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
を
も
参
照
す
れ
ば
、
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』

は
『
受
禅
戒
作
法
』
に
近
く
、
さ
ら
に
加
筆
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
ほ
か
「
回
向
」
段
は
、
『
梵
網
戒
作
法
』
は
密
教
的
色
彩
を
帯
び
て
お
り
、
他
本
は
こ
れ
を
参
考
に
せ
ず
、
『
禅
戒
軌
』
『
受
禅

戒
作
法
』
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
三
本
で
ほ
ぼ
同
文
、
特
に
後
二
者
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
本
文
を
上
げ
て
の
対
照
は
省
略
す
る
。

『
受
禅
戒
作
法
』
は
『
梵
網
戒
作
法
』
を
雛
形
に
し
て
『
禅
戒
軌
』
を
参
照
し
、
ま
た
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
に
近
い
部
分
も
あ
る
。

そ
れ
で
は
『
受
禅
戒
作
法
』
と
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
の
二
本
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
虎
関
の
『
禅
戒
軌
』
が
直
接
『
梵

網
戒
作
法
』
を
承
け
た
こ
と
は
論
を
ま
た
ず
、
『
禅
戒
軌
』
以
降
、
こ
の
本
が
全
体
を
十
段
に
分
け
た
こ
と
は
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』

の
よ
う
な
別
本
に
派
生
す
る
流
れ
を
形
成
し
て
い
る
。
『
受
禅
戒
作
法
』
は
そ
の
流
れ
の
外
に
あ
り
、
し
か
も
本
文
は
よ
く
整
理
さ

れ
て
い
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
が
編
集
さ
れ
た
後
、
十
門
に
分
段
す
る
こ
と
や
本
文
が
冗
長
に
な
る
傾
向
へ

の
反
省
か
ら
、
原
初
の
『
梵
網
戒
作
法
』
形
態
に
立
ち
返
り
、
本
文
の
添
削
に
こ
れ
ら
の
別
本
を
参
照
し
た
と
推
定
で
き
る
。

一
万
次
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
の
本
文
の
加
筆
改
訂
の
度
合
い
は
甚
だ
し
い
・
特
に
「
現
相
」
段
は
『
禅

戒
軌
』
に
も
な
く
出
典
と
な
る
経
論
も
見
出
せ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
梵
網
戒
作
法
』
か
ら
す
れ
ば
増
広
量
は
多
い
。
間
に
ス
テ
ッ

プ
と
な
る
資
料
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
『
受
禅
戒
作
法
』
は
丁
度
両
者
の
中
間
的
な
本
文
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
受
禅

戒
作
法
』
が
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
に
先
行
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
虎
関
が
述
べ
た
「
繁
略
』
を
渡
部
氏
は
「
繁
本
」
と
「
略
本
」

の
意
味
に
取
っ
て
い
る
。
『
受
禅
戒
作
法
』
の
よ
う
な
異
本
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
筆
者
は
当
該
個
所
は
「
『
梵
網
戒
作
法
』

の
語
句
・
構
成
が
繁
略
」
の
意
味
を
出
な
い
も
の
と
判
断
す
る
が
、
今
一
度
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
間
を
っ
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な
ぐ
別
の
資
料
が
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
自
体
の
底
本
・
異
本
が
出
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

の
で
あ
る
。

関
係
資
料

○
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』

栄
西
述
。
虎
関
師
錬
撰
『
禅
戒
軌
』
に
付
さ
れ
た
資
料
。
た
だ
し
『
諸
回
向
清
規
式
』
所
収
本
に
あ
る
の
み
で
、
『
海
蔵
和
尚
紀

年
録
』
所
収
の
同
書
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
冒
頭
に
標
題
と
し
て
「
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
。
入
唐
沙
門
栄
西
述
」
と
あ
り
、
棹
尾

は
「
栄
西
注
之
」
と
し
て
い
る
。
『
諸
回
向
清
規
式
』
は
、
明
暦
三
年
二
六
五
七
）
八
月
上
梓
の
も
の
と
、
明
治
年
間
貝
葉
書
院
か

ら
出
さ
れ
た
五
冊
か
ら
な
る
一
一
種
の
木
版
本
が
知
ら
れ
、
同
一
板
木
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
大
正
蔵
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

○
『
禅
戒
軌
』

虎
関
師
錬
撰
。
本
論
参
照
の
こ
と
。
虎
関
師
錬
が
、
栄
西
の
菩
薩
戒
軌
文
（
作
法
文
・
掲
磨
文
）
の
繁
略
を
整
え
、
さ
ら
に
「
演
唱
」

や
「
問
遮
」
「
四
十
八
軽
戒
」
な
ど
、
数
段
を
新
た
に
撰
述
し
て
十
段
構
成
に
仕
立
て
た
も
の
。
『
海
蔵
和
尚
紀
年
録
』
が
集
録
し
た

の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、
ほ
か
に
『
諸
回
向
清
規
式
』
が
載
録
し
、
後
者
が
栄
西
述
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
を
載
せ
て
い
る
。

○
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』

龍
谷
大
学
所
蔵
写
本
一
ｍ
台
←
‐
忠
一
は
舜
峰
伝
承
と
し
、
舜
峰
な
る
人
物
が
象
田
と
い
う
人
物
に
授
け
た
作
法
書
。
表
題
を
『
禅

門
授
菩
薩
戒
軌
』
、
内
題
「
伝
菩
薩
戒
規
範
。
伝
舜
峰
和
尚
、
受
南
堂
馳
紳
」
と
す
る
。
詳
し
く
は
本
論
参
照
の
こ
と
。

古
く
は
虎
関
師
錬
の
撰
と
し
、
『
禅
戒
軌
』
は
こ
の
本
の
略
本
と
さ
れ
た
が
、
渡
部
賢
宗
氏
の
指
摘
で
江
戸
時
代
の
も
の
と
さ
れ
、
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○
『
受
禅
戒
作
法
』

本
論
参
照
の
こ
と
。
「
受
禅
戒
作
法
。
入
唐
栄
西
述
」
と
い
う
本
文
の
前
後
に
、
授
戒
会
の
も
の
で
あ
ろ
う
種
々
の
加
行
法
・
規

則
を
付
加
し
て
い
る
。
ま
た
中
心
と
な
る
『
受
禅
戒
作
法
』
本
文
は
、
『
禅
戒
軌
』
の
よ
う
に
十
段
に
分
け
ず
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』

の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
『
禅
戒
軌
罠
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
の
字
句
に
近
く
、
栄
西
述
講
戒
作
法
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』

を
受
戒
に
あ
わ
せ
て
手
を
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

森
大
狂
所
蔵
本
が
知
ら
れ
て
お
り
後
に
岸
澤
惟
安
師
の
管
掌
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
現
在
静
岡
県
旭
伝
院
岸
澤
文
庫
に
見

あ
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
（
旭
伝
院
東
堂
田
中
慶
道
、
現
董
青
木
浄
翁
両
師
談
）
、
森
大
狂
本
を
永
久
岳
水
氏
が
書
写
し

た
写
本
が
駒
澤
大
学
図
書
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
一
コ
い
‐
三
国
一
。
駒
大
図
書
巻
本
奥
書
に
は
、
禅
学
大
系
と
本
文
を
同
じ
く
す

る
『
禅
戒
軌
呉
即
ち
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
己
が
共
に
書
写
さ
れ
て
い
た
と
記
し
て
あ
る
。

な
お
駒
澤
大
学
図
書
館
に
は
同
題
な
が
ら
、
微
妙
に
本
文
が
異
な
る
異
写
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
言
受
禅
戒
作
法
』

も
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

『
禅
戒
軌
』
よ
り
後
代
の
も
の
と
先
後
関
係
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
改
編
が
舜
峰
の
手
に
な
る
も
の
か
、
そ
れ
以
前
に
遡
る

百コ②Ｏごく⑦｝）。

『
禅
学
大
系
』
「
戒
法
」
部
が
「
虎
関
師
錬
撰
『
禅
門
受
菩
薩
戒
規
匿
の
題
で
翻
刻
し
、
底
本
は
一
説
に
は
伊
予
妙
光
寺
蔵
本
と
い
う
。

ほ
か
に
単
行
本
が
あ
っ
た
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
。
な
お
本
稿
で
は
『
禅
門
授
菩
薩
戒
軌
』
の
名
称
で
統
一
し
た
。
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【
注
】

（
１
）
『
仏
霞
解
説
大
辞
典
」
巻
三
「
興
禅
護
国
論
」
段
、
今
津
洪
概
氏
解
説
。
近
年
の
も
の
で
は
後
注
４
や
岩
波
轡
店
『
日
本
思
想
大
系
』
巻
十
六
「
中
世
禅
家

の
思
想
」
の
解
題
で
柳
田
聖
山
氏
が
付
し
た
も
の
が
あ
る
。

（
２
）
多
賀
宗
隼
『
論
集
中
世
文
化
史
』
下
、
僧
侶
篇
（
昭
和
六
十
年
、
法
蔵
館
）
所
収
。

（
３
）
両
足
院
蔵
。
な
お
古
田
紹
欽
『
達
磨
相
承
一
心
戒
儀
軌
』
（
松
ヶ
岡
文
鴎
蔵
本
、
一
九
八
六
年
）
を
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
同
本
か
否
か
不
明
。

（
４
）
多
賀
宗
隼
『
栄
西
』
（
吉
川
弘
文
館
「
人
物
鍍
書
」
。
昭
和
六
十
一
年
）
二
二
一
頁
。

（
皿
）
前
注
９
、
六
八
五
頁
。

（
皿
）
『
宗
学
研
究
』
第
十
松

〈
旧
）
白
石
芳
留
『
禅
宗
編
」

ご
厚
意
に
感
謝
す
る
。

（
６
）
「
受
経
作
法
」
は
本
論
に
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
鏡
島
元
隆
氏
の
所
論
に
『
受
禅
戒
作
法
』
と
見
な
す
発
言
が
あ
る
の
で
「
道
元
禅
師
と
そ
の
周
辺
』

大
東
出
版
社
、
昭
和
六
十
年
、
一
五
五
頁
）
、
こ
の
点
を
鑑
み
触
れ
て
お
く
。
ま
た
筆
者
に
よ
り
道
元
禅
師
所
伝
の
写
本
を
紹
介
済
み
で
あ
る
。

「
受
戒
儀
軌
」
「
自
警
受
三
聚
浄
戒
法
」
に
つ
い
て
筆
者
未
見
。
前
者
に
つ
い
て
『
梵
網
戒
作
法
」
に
比
し
た
り
『
出
家
大
綱
』
に
あ
て
る
例
が
あ
る
。

根
拠
を
示
さ
な
い
の
で
特
に
採
り
上
げ
な
か
っ
た
。

（
７
）
拙
稿
「
初
期
曹
洞
宗
教
団
に
お
け
る
戒
儀
の
受
容
（
二
）
『
出
家
略
作
法
』
の
撰
述
そ
の
ｌ
」
（
『
宗
学
研
究
』
第
四
十
二
号
、
二
○
○
○
年
）
お
よ
び
「
『
得

度
授
戒
作
法
』
に
つ
い
て
」
（
後
注
９
）
で
は
対
照
資
料
と
し
て
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
を
用
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
の
認
識
が
未
熟
で
単
独
の

写
本
が
伝
わ
る
『
受
禅
戒
作
法
』
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
を
利
用
す
べ
き
だ
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

（
８
）
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
の
筆
録
時
期
に
つ
い
て
は
『
随
聞
記
」
自
身
の
威
語
、
並
び
に
伊
藤
秀
憲
「
道
元
禅
と
『
随
聞
記
上
〈
池
田
魯
山
編
『
正
法
眼
蔵
随

聞
記
の
研
究
』
一
九
八
九
年
北
辰
堂
、
に
所
収
）
を
参
考
。
道
元
禅
師
の
資
懐
弊
は
、
「
懐
弊
」
の
ほ
か
「
懐
奨
」
と
も
表
記
さ
れ
以
前
は
後
者
が
主
流
で
あ
っ

た
が
、
最
近
の
傾
向
に
な
ら
っ
て
前
者
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
拙
稿
中
諸
祖
師
の
敬
称
は
略
す
が
、
筆
者
は
曹
洞
宗
に
所
属
す
る
た
め
、
道
元

禅
師
に
限
っ
て
用
い
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

（
９
）
拙
稿
『
得
度
授
戒
作
法
』
に
つ
い
て
」
（
『
道
元
禅
師
研
究
論
集
』
平
成
十
四
年
、
大
修
館
衝
店
）
参
照
。

（
皿
）
『
禅
戒
軌
』
は
、
『
海
蔵
和
尚
紀
年
録
』
「
正
中
二
年
』
の
段
に
、
序
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
初
出
と
い
わ
れ
、
渡
部
氏
は
こ
れ
を
『
諸
回
向
澗
規
式
』

が
採
用
し
た
と
さ
れ
る
が
、
『
海
蔵
和
尚
紀
年
録
』
に
は
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
は
な
い
。

（
凶
）
『
仏
瞥
解
説
大
辞
典
』
巻
六
、
四
○
四
頁
。

多
賀
宗
隼
『
栄
西
』
書

注
２
論
文
集
一
七
九
頁
。

『
宗
学
研
究
』
第
十
七
号
（
昭
和
五
○
年
）
。

白
石
芳
留
『
禅
宗
編
年
史
』
〈
昭
和
十
二
年
、
観
音
堂
）
三
五
○
頁
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
松
田
陽
志
氏
に
ご
教
示
頂
い
た
。
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（
記
）
大
久
保
道
舟
『
道
元
禅
師
全
集
』
巻
下
（
昭
和
四
十
五
年
、
筑
摩
轡
房
）
二
七
八
頁
。
な
お
渡
部
賢
宗
「
道
元
禅
師
の
得
度
儀
規
の
研
究
（
二
…
『
小

叢
林
略
清
規
』
の
得
度
儀
規
に
つ
い
て
」
（
『
北
海
道
駒
潔
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
昭
和
四
十
二
年
）
で
は
「
今
所
撰
者
…
…
」
は
「
今
に
撰
す
る
所
は
」

と
訓
ん
で
〈
道
元
禅
師
周
辺
で
撰
述
さ
れ
て
い
る
の
は
識
戒
の
類
で
あ
っ
て
受
戒
の
賎
軌
で
は
な
い
〉
と
読
む
べ
き
で
、
自
身
の
撰
述
さ
れ
た
作
法
聾
に

つ
い
て
言
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

－－￣、

２４２３
－ゲ－〆

￣、￣～￣、￣、尹閂～戸■、戸■～￣、

２２２１２０１９１８１７１６１５
－ジ～シ、￣～〆、￣、■プ～〆～〆

省
略
し
て
あ
る
。

常
楽
庵
は
、
開
山
円
爾
の
搭
所
。

先
の
「
現
証
」
段
の
『
釈
迦
牟
尼
滅
後
、
今
已
二
千
七
百
」
以
下
に
さ
ら
に
年
時
が
続
い
て
い
た
が
、
あ
い
に
く
手
控
え
て
お
か
な
か
っ
た
。

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
巻
八
十
一
、
六
七
八
頁
ａ
・
以
下
「
大
正
蔵
」
と
す
る
。

渡
部
賢
宗
「
栄
西
述
と
さ
れ
る
『
受
禅
戒
作
法
』
に
つ
い
て
」
（
岡
本
素
光
博
士
喜
寿
記
念
論
集
『
禅
思
想
と
そ
の
背
景
』
昭
和
五
十
年
、
春
秋
社
）
。

拙
稿
「
道
元
禅
師
黄
随
下
列
位
に
つ
い
て
」
「
宗
学
研
究
』
第
三
十
八
号
、
一
九
九
六
年
）
。
な
お
当
該
論
文
で
は
紙
幅
の
都
合
上
神
子
禅
師
に
つ
い
て

『
国
史
大
系
』
巻
十
四
、
七
四
三
頁
。

『
東
福
開
山
聖
一
国
師
年
譜
』
（
元
和
六
年
版
）
四
丁
右
。

同
六
七
八
頁
ｂ
・

『
国
史
大
系
』
巻
十
四
、
六
五
六
頁
。

2１

憐
侮
第
四
。
教
令
受
者
行
慨
侮
法
。
無
始
劫
来
。
身
口
意
生
一
切
悪
業
。

悉
皆
繊
侮
。
讐
如
染
衣
先
濯
垢
欄
。
然
後
染
之
其
色
鮮
麗
。
衆
生
業
垢
。

憐
水
能
洗
。
戒
藍
潰
染
。
性
徳
転
鮮
。

＝ﾛ

綴
軌
一

先
修
繊
侮
。
麟
侮
有
二
種
。
一
事
戯
侮
。
二
理
憧
侮
。
一
事
繊
侮
者
。
役

五
体
於
地
。
流
汗
流
涙
戯
侮
罪
障
也
。
二
理
織
侮
者
。
罪
障
者
従
妄
想
生
。

従
妄
想
生
故
自
性
空
。
自
性
空
故
本
不
生
不
滅
。
不
一
不
異
。
不
常
不
断
。

不
来
不
去
。
非
内
非
外
。
非
両
中
間
。
了
不
可
得
。
是
故
大
施
主
弁
大
衆
。

一
向
清
浄
無
復
罪
障
。
云
云
。
若
不
堪
此
二
慨
侮
人
。
今
依
此
受
戒
力
可

消
滅
罪
陣
也
。
夫
戒
白
浄
法
。
身
器
清
浄
乃
堪
受
。
讐
如
洗
垢
復
染
衣
。

繊
水
除
心
垢
。
戒
藍
其
色
鮮
。
今
対
十
方
常
住
三
宝
。
先
当
慨
侮
。
各
ロ

伝
唱
。我
昔
所
造
諸
悪
業
。
皆
由
無
始
食
唄
癖
。

従
身
口
意
之
所
生
。
一
切
我
今
尽
繊
侮

『
梵
網
戒
作
法
』



（
杢
前
注
９
の
拙
論
を
参
照
の
こ
と
。

万
）
孤
蜂
智
燦
編
『
常
済
大
師
全
集
』
（
昭
和
四
十
二
年
、
大
本
山
總
持
寺
）
一
九
四
頁
。

兎
）
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
巻
一
・
二
〈
『
道
元
禅
師
全
集
』
下
、
四
二
○
頁
以
降
）
。

〈
雪
道
元
禅
師
の
孫
弟
子
経
豪
の
『
梵
網
経
略
抄
』
に
「
菩
薩
戒
序
卜
云
ハ
非
経
文
、
布
薩
序
也
」
（
『
曹
洞
宗
全
轡
』
注
解
二
、
五
六
九
頁
）
と
い
う
。
ほ
か
に

平
川
彰
『
二
百
五
十
戒
の
研
究
ｌ
』
（
一
九
九
三
年
、
春
秋
社
）
「
は
し
が
き
」
》
Ⅲ
。
た
だ
し
栄
西
は
大
正
蔵
巻
二
十
四
、
一
○
○
三
頁
ａ
に
付
さ
れ
る
「
梵

網
経
菩
薩
戒
序
」
を
用
い
、
道
元
禅
師
は
『
梵
網
経
』
巻
下
（
大
正
蔵
同
巻
、
一
○
○
四
頁
ａ
）
中
の
、
智
顔
が
「
此
土
の
釈
迦
の
序
」
（
此
土
釈
迦
序
）

と
称
し
た
部
分
を
使
用
し
相
違
す
る
。
道
元
禅
師
の
も
の
を
戒
序
と
言
っ
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
が
、
文
中
に
「
我
今
半
月
半
月
自
舗
諸
仏
法
戒
」
と
い

戸■、

３２
－〆

（
卯
）
平
川
彰
『
原
始
仏
教
の
研
究
』
（
昭
和
三
十
九
年
、
春
秋
社
）
四
一
六
頁
。
土
橘
秀
高
『
戒
律
の
研
究
第
二
』
（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
二
年
）
二
一
頁
。

訂
）
国
史
大
系
本
、
六
五
九
頁
。
渡
部
「
栄
西
撰
と
さ
れ
る
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
の
成
立
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
」
〈
『
北
海
道
駒
澤
大
学
研
究
紀
要
』
第
十
一
号
、

_、￣、￣、～

３６３５３４３３
￣～〆～〆－〆

￣、

３７
，－〆

『
元
亨
釈
瞥
』
に
は
こ
の
ほ
か
建
保
三
年
、
栄
西
自
身
が
期
末
を
告
げ
る
布
薩
を
記
述
す
る
が
、
受
戒
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
。
こ
れ
ら
布
薩
・
斎
戒
・
受
戒
・

講
戒
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
あ
る
い
は
一
致
す
る
も
の
も
あ
る
の
か
『
元
亨
釈
轡
」
が
布
薩
以
外
の
行
事
を
著
さ
な
い
こ
と
は
、
こ
の
辺
の
事
情
を
暖

昧
に
し
て
お
り
、
正
確
な
こ
と
は
な
お
不
明
で
あ
る
。

『
曹
洞
宗
全
書
』
禅
戒
（
昭
和
四
十
七
年
）
所
収
。

味
に
し
て
お
り
、
正
確
な

『
曹
洞
宗
全
書
』
禅
戒
念

『
道
元
禅
師
全
集
』
巻
下
、

昭
和
五
十
一
年
二
月
）
。

と
称
し
た
部
分
を
使
用
し
相
違
す
る
。

う
た
め
菩
薩
戒
序
と
し
て
取
り
扱
う
。

『
梵
網
経
』
第
五
軽
戒
。
大
正
蔵
二
十
四
二
○
○
五
頁
ｂ
・

実
際
に
は
栄
西
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
説
で
は
な
く
、
義
寂
の
『
菩
薩
戒
本
疏
』
に
説
か
れ
る
一
説
で
（
大
正
蔵
四
十
、
六
五
七
頁
ａ
『
五
台
院
安
然
も
『
普

通
授
菩
薩
戒
広
釈
』
の
中
で
引
用
し
て
い
る
（
同
七
十
四
、
七
五
九
頁
ａ
）
。

平
川
彰
『
日
本
仏
教
と
中
国
仏
教
』
二
九
九
一
年
、
春
秋
社
）
四
五
五
頁
。

四
三
一
頁
。
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「
資
料
の
公
開
を
許
可
い
た
だ
い
た
駒
澤
大
学
図
轡
館
、
並
び
に
発
表
の
機
会
を
賜
っ
た
臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
所
教
化
セ
ン
タ
ー
、
関
係
者
諸
位
に
、
こ
の

場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

｜
、
異
本
に
あ
る
傍
注
類
は
、
対
校
に
上
げ
る
こ

「
一
二
点
・
返
り
点
、
送
り
が
な
は
省
略
し
た
。

一
、
脚
注
に
は
対
校
の
他
に
、
『
諸
回
向
清
規
式
』
所
収
の
「
栄
西
述
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
』
」
の
全
文
を
段
落
ご
と
に
配
適
し
、
こ
れ
を
他
の
対
校
と
区
別
し
て

一
宇
高
い
と
こ
ろ
に
置
き
、
【
梵
】
の
記
号
を
も
っ
て
示
し
た
。
底
本
に
版
本
を
使
用
し
、
句
読
点
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
も
の
を
参
考
に
し
て
振
っ
た
。

｜
、
対
校
は
異
本
を
「
（
イ
）
」
あ
る
い
は
「
イ
本
」
と
し
、
前
記
の
「
栄
西
述
『
梵
網
経
菩
薩
戒
作
法
上
に
関
し
て
特
に
注
記
す
る
時
は
「
梵
本
」
と
す
る
。

「
繁
に
わ
た
る
た
め
、
次
の
文
字
は
底
本
と
異
本
の
間
で
対
校
し
な
か
っ
た
。

一
、
段
落
の
区
切
り
、
句
読
点
は
、
異
本
な
ど
を
参
考
に
し
て
適
宜
行
っ
た
。

｜
、
底
本
は
異
本
が
細
字
・
割
注
に
し
て
あ
る
部
分
を
、
大
体
Ｃ
記
号
で
表
し
、
あ
る
い
は
右
寄
せ
、
あ
る
い
は
細
字
に
し
て
い
る
。
異
本
を
参
考
に
し
て
細

「
異
体
字
は
、
正
字
に
直
し
た
。

凡
例

一
、
底
本
は
永
久
岳
水
書
写
・
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
『
受
禅
戒
作
法
』
（
『
坐
’
二
国
）
で
あ
る
。
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
書
写
者
不
明
の
同
系
統
の
異
写
本
『
受

禅
戒
作
法
』
（
一
国
’
二
③
）
を
以
て
対
校
し
た
。

ま
た
底
本
内
で
こ
れ
ら
の
文
字
が
あ
っ
た
場
合
、
統
一
は
し
て
は
い
な
い
。

、
異
本
に
あ
る
傍
注
類
は
、
対
校
に
上
げ
る
こ
と
を
省
略
し
た
。

字
と
割
註
に
改
め
た
。

繁
に
わ
た
る
た
め
、

「
曰
」
’
二
玄
」

「
着
」
ｌ
「
箸
」
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＊

受
戒
前
行
規
式

＊
＊

莊
嚴
道
場
。
鐸
尊
・
文
殊
・
彌
勒
・
十
方
諸
佛
・
十
方
菩
薩
、
是
禰
五
師
。
木
像
或
避
像
随
有
而
設
。

若
無
則
木
牌
上
寓
之
亦
可
。
香
華
燈
燭
茶
菓
随
力
而
供
。
道
場
中
央
設
椅
、
向
五
師
前
机
上
當
置
三
千
佛

名
經
・
小
香
櫨
・
小
磐
。
受
者
敷
坐
具
而
坐
。
網
。
戒
師
入
場
、
焼
香
三
拝
嘉
椅
。
小
磐
三
聾
、
筆
心
經
、

＊

經
畢
戒
師
唱
起
如
左
。

＊
＊

南
無
歸
命
頂
魁
鰄
・
蓮
華
蟹
上
麗
舍
那
佛
和
、
漸
槐
繊
侮
、
六
根
清
浄
初
、
滅
除
煩
悩
、
滅
除
業
障
。

和
啓
一
毎
束
扉
、
一
一
一

則
三
岱
下
倣
之
．

南
無
歸
命
頂
檀
、
千
光
王
座
縄
迦
牟
尼
佛
、
噺
塊
慨
侮
、
六
根
罪
障
、
滅
除
煩
悩
、
滅
除
業
障
。
三
Ⅲ
。

＊
＊

南
無
蹄
命
頂
鰡
、
文
殊
菩
薩
褐
磨
阿
闇
黎
、
噺
槐
慨
悔
、
六
根
罪
障
、
滅
除
煩
悩
、
滅
除
業
障
。

＊

南
無
歸
命
頂
魑
、
彌
勒
菩
薩
教
授
阿
闇
黎
、
衛
槐
徴
悔
、
六
根
罪
障
、
滅
除
煩
悩
、
滅
除
業
障
。

南
無
歸
命
頂
澱
、
十
方
諸
佛
證
戒
師
、
噺
槐
繊
悔
、
六
根
罪
障
、
滅
除
煩
悩
、
滅
除
業
障
。

南
無
歸
命
頂
誼
、
十
方
諸
菩
薩
衆
同
法
侶
、
漸
槐
繊
侮
、
六
根
罪
障
、
滅
除
煩
悩
、
滅
除
業
障
。

南
無
三
國
傳
統
祀
師
菩
薩
、
漸
槐
繊
侮
、
六
根
罪
障
、
滅
除
煩
悩
、
滅
除
業
障
。
一
圃

南
無
護
法
伽
藍
諸
天
菩
薩
、
衛
槐
徴
侮
、
六
根
罪
障
、
滅
除
煩
悩
、
滅
除
業
障
。
一
飼

南
無
扶
桑
輝
戒
姶
祀
千
光
祀
師
大
和
尚
、
漸
槐
餓
侮
、
六
根
罪
障
、
滅
除
煩
悩
、
滅
除
業
障
。
嵐
．

＊
＊

南
無
當
寺
開
山
大
和
尚
、
漸
槐
慨
侮
、
六
根
清
浄
、
滅
除
煩
悩
、
滅
除
業
障
。
一
穂
．

丘
師
外
一
弾
、
旧
川
南
無
耳
。
右
咋
了
小
欧
、
旧
五
十
三
佛
。
斥
了
咀
過
現
未
佛
名
。
左
丘
卜
三
佛
餓
初
耳
。
其
除
毎
咋
唄
と
。

受
禰
戒
作
法

寺
ｌ
制
注
「
寺
院
」
（
４

滴
瀞
－
卯
陣
了
）

穂
－
邦
（
イ
「
以
下
回
ジ

梨
－
梨
（
イ
『
以
下
注
犯
セ
ズ

同
ノ
ド
ー
制
沌
「
：
一
Ⅵ
１
宛
」
（
イ
）
、
以
下
岡
ジ

蕊
－
匹
本
「
梨
」

咄
ノ
ｒ
－
．
》
一
ｍ
（
イ
）

滅
除
Ｉ
除
減
７
）
、
以
下
岡
ジ

陣
－
ナ
シ
（
イ
）

部
ノ
上
－
四
衆
７
〉

恥
－
丁
〈
イ
〉

受
祇
仙
…
…
－
梵
本
一
一
以
下
ノ
一
段
ナ
シ

鞠
尊
…
…
駒
五
脚
（
十
八
字
）
‐
ｌ
安
五
師
牌
（
イ
）

像
－
ナ
シ
（
イ
）
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受
鯏
戒
作
法

入
唐
榮
西
述

＊

富
日
設
椅
子
於
内
道
場
、
戒
師
先
在
干
椅
傍
而
立
。
次
戒
頭
打
手
磐
一
通
、
衆
展
坐
具
、
長
脆
合
掌
。
戒

（
マ
マ
）

頭
到
戒
師
前
、
長
脆
而
唱
曰
、
夫
登
菩
薩
位
須
懸
戒
ロ
叩
、
諸
佛
子
已
發
菩
提
心
入
毘
尼
壇
。
我
今
度
請
見
富

山
某
甲
和
尚
爲
傅
戒
師
。
講
師
之
語
、
恐
汝
等
未
解
、
各
各
合
掌
、
我
代
汝
等
而
唱
言
。
我
某
甲
等
、
求
受
菩

＊

薩
心
地
大
戒
。
今
請
大
徳
、
須
実
不
辮
勢
倦
、
爲
我
作
傳
戒
師
。
我
依
大
徳
故
、
當
得
受
菩
薩
心
地
大
戒
。

慈
慾
故
蜷
蝉

＊
＊

戒
師
受
講
了
、
先
到
五
師
前
住
拝
、
遂
碕
椅
子
。
次
戒
頭
進
住
香
於
中
央
蝋
。
乞
戒
褐
磨
。

ゾ
ケ
ジ
ャ
ウ

族
姓
大
徳
、
今
正
是
時
、
願
施
菩
薩
心
地
大
戒
。
一
二
税
．

＊
＊

＊
＊

歸
位
而
唱
云
、
大
衆
五
師
三
拝
。
拝
了
次
、
戒
頭
又
進
、
往
香
如
前
。
錦
位
而
唱
云
、
大
衆
戒
師
和
尚

＊
＊

ご
一
拝
。
大
衆
拝
了
、
坐
具
上
長
脆
、
合
掌
。

＊

次
戒
師
、
把
手
組
念
珠
明
一
二
、
諸
佛
子
諦
聴
、
禰
勒
菩
薩
潟
磨
文
、
受
戒
菩
薩
既
成
師
乞
戒
己
専
念
一
境
、

＊

長
養
浄
心
臓
作
此
念
。
我
今
不
久
得
無
霊
無
鼠
無
上
大
功
徳
。
如
是
思
惟
献
念
而
住
。
各
各
専
縁
聖
境
勿

雑
除
念
。一
切
恭
敬
自
歸
依
佛
、
當
願
衆
生
、
髄
解
大
道
、
發
無
上
意
。
一
掴

自
歸
依
法
、
當
願
衆
生
、
深
入
經
藏
、
智
慧
如
海
。
一
面

自
歸
依
僧
、
當
願
衆
生
、
統
理
大
衆
、
一
切
無
磯
。
一
鬮
鴎

戒
師
又
唱
云
、

如
來
妙
色
身
、
世
間
無
與
等
、
無
比
不
思
議
、
是
故
今
敬
檀
、
如
來
色
無
霊
、
智
恵
亦
復
然
、
一
切

法
常
住
、
是
故
我
歸
依
。
獅
師
又
咄
童

［
梵
】
梵
網
幌
待
薩
成
作
法
。
人
府
沙
門
栗
耐
述
．

【
梵
】
先
辺
鞠
莊
醗
。
：
、

了
－
底
本
、
右
「
手
ノ
剣
」

【
梵
】
次
成
師
佛
伽
娩
研
侭
副
。
：
、

俺
－
締
〈
イ
）

雌
ｌ
焔
（
イ
）

［
梵
］
次
弟
子
拝
佛
及
節
各
三
拝
。
出
兵
上
艮
馳
合
承
。

聯
似
而
…
…
珠
咽
云
〈
五
十
六
字
）
１
次
段
『
錘
除
念
」
ノ
後
一
一
ア
リ
（
イ
）

拝
Ｔ
ｌ
ナ
シ
（
イ
）
、
娃
－
鰹
（
イ
）
、
知
的
ｌ
制
注
一
一
作
ル
（
ィ
）

大
衆
－
「
腿
蝿
」
ノ
右
一
一
ア
リ
（
ィ
）
、
坐
瓜
ｋ
ｌ
ナ
シ
（
ィ
）

乞
戒
－
戒
乞
Ｔ
）

【
梵
】
次
栂
禰
。
馳
巳
酬
噌

一
価
ｌ
ナ
シ
７
）
、
以
下
側
ジ

［
梵
］
次
如
来
醐
歯
罷
醜
嘱

【
梵
］
次
師
云
。

成
師
又
酬
云
ｌ
準
文
一
一
作
ル
（
イ
〉

典
Ｉ
巾
〈
（
イ
〉

△
念
１
然
（
イ
〉

一
組
踊
躍
肝
－
ナ
シ
（
イ
）
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＊

令
法
久
住
、
利
益
有
情
、
護
持
佛
子
、
滅
罪
生
善
。
鉛
各
随
淨
撒
唱
、

南
無
本
師
鐸
迦
牟
尼
佛
。
嬬
懸
織
鍬
。

次
問
遮
。
戒
師
妙
佛
云
、
琴
男
子
善
女
人
、
請
菩
薩
戒
、
先
當
問
取
有
七
遮
否
。
若
有
一
遮
不
可
與
戒
、

況
二
一
一
一
乎
。
全
非
傳
戒
器
、
無
七
遮
人
即
得
受
戒
。
所
謂
七
遮
、
一
出
佛
身
血
、
一
一
殺
父
、
一
一
一
殺
母
、
四

＊

殺
和
尚
、
五
殺
阿
闇
黎
、
六
破
鶏
膳
、
七
殺
聖
人
。
如
上
七
遮
不
得
大
戒
。
其
餘
皆
通
繊
悔
。
故
先
問
之
、

中

打
尺
一
下
云
、

今
汝
等
無
有
七
遮
難
否
。
》
鵬
密
談
”
無
七
遮
、
堪
受
淨
戒
。

次
把
散
杖
、
加
持
香
水
。
醗
鰯
鯏
避
噸

次
侍
者
集
記
前
罪
之
紙
。
僥
之
衆
前
。
鉢
織
繍
鱗
峠
鰡
蝋
灘
醗
鰄
》
継
蛙
瀦
鰕
鰍
廠

中

受
戒
作
法
。

先
修
繊
悔
。
徴
侮
有
二
種
、
一
事
徴
侮
、
二
理
繊
悔
。
事
繊
侮
者
、
投
五
髄
於
地
、
流
汗
流
涙
憧
悔
罪

障
也
。
理
繊
悔
者
、
罪
障
者
從
妄
想
生
、
故
自
性
空
。
自
性
空
故
本
不
生
不
滅
、
不
一
不
異
、
不
常
不
断
、

＊

不
來
不
去
、
非
内
非
外
、
非
雨
中
間
、
了
不
可
得
也
。
是
故
大
衆
、
｜
向
清
浄
無
復
罪
障
。
若
不
堪
此
一
一

機
悔
人
、
今
依
此
受
戒
力
可
消
罪
障
也
。
夫
戒
白
淨
法
、
身
器
清
浄
乃
堪
受
。
讐
如
洗
垢
復
染
衣
、
繊
水

除
心
垢
。
戒
藍
其
色
鮮
。
今
對
十
方
常
住
一
一
一
質
先
當
徴
侮
。
各
口
傳
唱
。
成
師
悩
挑
合
掌
蒸

我
昔
所
造
諸
悪
業
椰
骨
由
無
始
食
臘
凝
測
從
身
口
意
之
所
生
則
一
切
我
今
皆
徴
侮
。
賑
顛
拝
了
踞
聡

＊

次
、
鯛
鰡
率
、
今
敬
奉
請
鐸
迦
牟
尼
如
來
爲
戒
和
尚
、
奉
請
文
殊
師
利
菩
薩
爲
潟
磨
阿
閣
黎
、
奉
請
彌

勒
菩
薩
爲
教
授
阿
闇
黎
、
奉
請
一
切
諸
佛
爲
尊
證
師
、
奉
請
一
切
菩
薩
爲
同
學
侶
。
唯
願
諸
聖
降
臨
道
場
。

衆
一
一
一
卯
。

【
梵
】
先
修
慨
悔
。
憧
悔
行
二
極
。
一
耶
倣
梅
。
二
理
倣
悔
。
》
邪

慨
悔
者
。
投
五
短
於
地
。
流
汗
沈
汲
慨
悔
卯
障
山
。
二
理
慨
侮
者
。

罪
障
濁
從
妄
想
生
．
従
妄
想
生
故
自
性
空
．
日
性
空
故
本
不
生
不
滅
”

不
一
不
拠
。
不
常
不
断
。
不
来
不
去
。
非
内
非
外
。
非
蘭
中
川
。
ｒ

不
可
御
。
足
故
大
施
主
Ⅲ
大
衆
。
一
向
捕
浄
無
復
卵
陣
。
野
醇
若
干

恥
此
二
個
侮
人
。
今
依
此
受
戒
力
可
荊
滅
卯
陣
也
。
夫
戒
白
瀞
法
。

必
勝
滴
淨
乃
堪
受
。
留
如
洗
垢
復
染
火
。
繊
水
除
心
編
。
戒
睦
共
色

群
。
今
對
十
方
椛
住
三
頁
。
先
岱
慨
侮
。
各
ｕ
博
明
。

也
ｌ
ナ
シ
（
４

【
梵
】
我
行
所
避
紺
悪
業
。
皆
山
離
始
企
頓
鯉
。
従
身
口
意
之
所
生
。

］
切
我
今
避
慨
悔
。

和
－
衆
和
（
イ
）
、
皆
山
無
…
…
－
底
本
「
侍
曲
－
－
擬
」
卜
略

腿
。
イ
卒
一
一
ヨ
リ
補
ウ
。
三
反
目
和
毎
反
－
唄
利
共
三
反
（
イ
）
、

尚
－
上
（
イ
）

遮
－
逆
〈
イ
）

打
Ｉ
ナ
シ
（
イ
）

衆
各
－
四
衆
各
各
（
イ
）

既
無
七
…
…
受
淨
成
－
割
注
二
作
ル
（
イ
）

【
梵
】
次
加
持
香
水
。
化
舳
服
紺
や

衆
ｌ
徒
〈
イ
）

次
Ｉ
本
文
二
作
ル
（
４

【
梵
】
次
戒
師
説
、
。
受
戒
作
法
。

【
梵
】
鐵
令
法
久
住
利
益
有
欄
樋
持
佛
子
減
卵
生
稗
。
卸
迦
牟
尼
賓
就
．
価

令
ノ
上
－
脇
７
）

各
各
随
孤
而
咄
ｌ
不
文
二
作
ル
（
イ
）

三
反
…
…
而
秤
－
三
咄
三
侭
衆
抑
、
毎
咄
拝
（
イ
）

拙
－
桃
〈
イ
）

解
ノ
上
－
着
（
イ
）
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次
、
”
腿
彌
一
一
一
賓
有
一
一
一
種
。
一
一
魑
三
費
、
謂
如
如
妙
理
中
有
覺
性
爲
佛
賓
。
有
離
塵
性
爲
法
費
。

＊

有
解
脱
和
合
性
爲
僧
賓
。
一
一
現
前
常
住
三
賓
、
謂
十
万
三
世
諸
佛
爲
佛
賓
。
所
説
經
文
爲
法
費
。
所
被
機

＊

縁
爲
僧
寳
。
二
一
住
持
三
費
、
謂
泥
土
木
石
金
銅
綏
繪
之
像
爲
佛
費
。
黄
巻
朱
軸
大
小
經
論
爲
法
費
。
染
衣

次十重禁戒・鯏杷＊
剃
髪
爲
僧
費
。
如
此
三
費
皆
共
可
歸
依
也
。
歸
者
歸
源
随
従
之
義
。
依
者
依
住
依
枯
之
義
也
。
乃
永
歸
依

＊

如
是
佛
法
僧
、
勿
歸
依
外
道
天
魔
梵
王
帝
騨
等
。
各
合
掌
唱
焉
。
繍
錨
・

南
無
蹄
依
佛
梁
川
鰊
無
歸
依
法
東
側
南
無
歸
依
僧
評
、
蹄
依
佛
雨
足
蝉
ｉ
歸
依
法
離
欲
尊
向
歸
依
僧

衆
中
尊
Ⅱ
歸
依
佛
寛
Ｒ
歸
依
法
寛
Ⅱ
蹄
依
僧
寛
。
璽
醒
・

＊
＊

如
來
至
心
等
正
覺
是
我
大
師
、
騨
繊
。
稲
佛
爲
師
。
肯
不
歸
依
邪
魔
外
道
、
唯
願
三
費
慈
悲
攝
受
。
雨
・

次
、
瀬
一
一
一
聚
淨
戒
今
正
當
授
。
菩
薩
淨
戒
一
一
一
聚
爲
最
。
一
攝
律
儀
戒
減
一
切
悪
、
一
一
攝
善
法
戒
生
一
切

善
、
一
一
一
饒
益
有
情
戒
利
一
切
生
也
。
謂
攝
律
儀
十
重
六
八
、
謂
攝
善
法
八
葛
四
千
諸
佛
法
門
、
謂
饒
益
有

情
六
度
四
心
。
過
去
諸
佛
依
此
戒
成
正
覺
、
現
在
諸
佛
修
此
戒
成
正
覺
、
未
來
諸
佛
學
此
戒
成
正
覺
。
汝

等
亦
受
此
戒
、
可
爲
菩
提
正
因
。
戒
帥
炉
尺
一
Ｆ
黛
価
自
今
身
至
佛
身
、
此
三
聚
淨
戒
能
持
否
。
噺
能
持
。
蝿

諸
佛
子
等
合
掌
至
心
聴
、
我
今
欲
説
諸
佛
大
戒
序
、
衆
集
獣
然
聴
。
自
知
有
罪
當
繊
海
。
戯
侮
即
安
樂
、

不
繊
侮
罪
益
深
、
無
罪
者
獣
然
。
獣
然
故
當
知
衆
清
浄
。
諸
大
徳
優
婆
塞
優
婆
夷
等
諦
聴
、
佛
滅
度
後
、

於
像
法
中
應
當
遵
敬
波
羅
提
木
叉
。
波
羅
提
木
叉
者
即
是
此
戒
。
持
此
戒
時
如
闇
遇
明
、
如
貧
人
得
費
、

如
病
者
得
差
、
如
囚
繋
出
獄
、
如
遠
行
者
得
歸
。
當
知
此
則
是
衆
等
大
師
、
若
佛
住
世
無
異
此
也
。
怖
心

＊

易
生
善
心
難
發
。
故
經
云
、
勿
輕
小
罪
以
爲
無
狹
、
水
滴
錐
微
漸
盈
大
器
、
刹
那
造
罪
狹
堕
無
間
。
一
失

人
身
萬
劫
不
復
、
壯
色
不
停
猶
如
奔
馬
、
人
命
無
常
過
於
山
水
、
今
日
錐
存
明
亦
難
保
。
衆
等
各
各
一
心

【
梵
］
次
蹄
依
二
画
。
二
一
頁
何
三
刺
⑫
一
閥
二
費
。
刷
如
如
妙
剛
中
。

有
母
性
鳴
佛
費
。
打
蔑
剛
性
風
法
宜
。
術
解
脱
和
合
性
鰯
伽
費
：
》

現
前
常
住
三
街
。
列
十
力
三
世
餓
佛
風
佛
寅
。
所
説
敏
文
働
法
費
。

所
被
機
織
圃
佃
費
。
三
住
持
三
頁
。
調
泥
土
木
石
金
鋼
繰
愉
之
倣
爲

佛
賓
。
黄
紙
朱
輸
大
小
樫
讃
爲
法
寅
。
染
衣
剃
髪
鰯
佃
賓
。
知
此
二

費
侍
共
可
蹄
依
也
。
鰯
者
鴎
漣
随
従
之
握
。
依
者
依
住
依
枯
と
義
也
。

乃
水
蹄
依
如
是
佛
法
伽
。
勿
囲
依
外
近
天
魔
梵
正
帝
稗
等
。
各
合
承

咄
。
其
腕
側
譜
令
蝿

三
質
Ｉ
ナ
シ
（
イ
）
、
密
－
紙
（
イ
）
、
依
ｌ
仇
〈
イ
）
、
各
－
各
各
（
ィ
）

【
梵
］
陶
無
師
依
抑
．
刷
無
圃
依
法
。
醐
繍
脳
依
柵
。
斗
師
依
佛
南
足

邨
。
師
依
法
感
欲
邨
。
伽
依
佃
束
中
旬
。
牙
蹄
依
佛
見
⑨
蹄
依
法
廷
。

蹄
依
榊
宛
。
丹

燗
無
臓
…
ｌ
底
半
「
燗
－
法
」
卜
略
鎚
．
イ
卒
ニ
ョ
リ
鯛
ウ
。
棚
三

説
－
衆
利
三
叩
（
イ
『
各
三
将
三
税
１
名
升
侍
二
刑
（
イ
〉
、
筏
今
師

…
今
以
往
（
八
字
）
１
ナ
シ
（
ィ
『
術
Ｉ
爵
（
イ
）
、
慈
懇
田
受
ｌ
悠

懸
故
〈
イ
）
、
三
規
三
答
’
三
反
（
イ
）

【
梵
】
次
三
緊
祁
戒
今
正
赫
投
。
戒
涛
薩
浄
戒
二
粟
薗
凪
。
一
因
釦

伍
成
滅
一
切
悪
。
二
圏
習
法
成
生
一
切
善
●
三
眺
益
打
恂
戒
利
一
切

也
。
鋼
出
抑
儀
十
碗
六
八
。
訓
捌
吾
法
八
面
四
千
謝
佛
法
門
。
訂
鯉

益
打
側
六
度
門
心
。
過
去
紺
佛
彼
此
戒
成
Ⅸ
畳
。
現
在
細
佛
修
此
戒

峨
正
魁
。
未
来
紺
佛
采
此
成
成
旺
受
、
汝
守
亦
受
此
成
。
叫
蝿
肝
挫

旭
川
。
仙
側
今
身
彊
御
身
。
此
二
緊
榊
戒
櫨
櫛
侭
９
同
値
符
。
杵
．

灯
－
ナ
シ
（
イ
）
．
蝋
－
剛
７
）

【
梵
】
次
十
爪
然
成
。

戒
－
ナ
シ
Ｔ
）

［
梵
】
紺
佛
子
等
合
寧
至
心
瞳
。
筏
今
欣
税
錨
佛
大
成
序
。
衆
典
獣

然
聴
。
自
知
打
邪
蹴
但
悔
。
慨
仰
即
安
粟
。
不
慨
卯
益
深
。
簾
卵
者

欧
然
。
獣
然
故
徹
知
宋
済
祁
。
溌
大
樋
優
要
塞
優
鰹
夷
専
繍
睦
。
佛

滅
度
後
。
於
像
法
中
駆
岱
迎
敗
波
鯉
腿
木
叉
。
波
騒
拠
木
叉
打
。
國

是
此
戒
。
持
此
成
時
。
如
閥
遇
畷
。
如
貧
人
楜
寅
。
如
綱
者
将
笠
。

如
囚
繋
出
獣
。
如
遠
行
者
側
田
。
岱
知
此
則
足
衆
等
大
師
。
若
佛
碓

世
無
興
此
也
。
怖
心
睡
生
蒋
心
姪
澄
。
故
癌
云
。
勿
轍
小
卯
以
爲
無

駄
。
水
滴
塑
微
漸
盈
大
器
。
刹
那
造
卵
残
剛
編
Ⅲ
。
、
尖
人
身
風
幼

不
也
。
壯
色
不
停
讃
如
奔
蝿
。
人
命
無
常
過
於
山
水
。
今
Ⅱ
錐
仔
明

亦
確
保
。
衆
沖
器
各
助
作
柄
進
佃
勿
慨
な
俶
剛
澱
眠
縦
息
。
夜
即
烟

心
仔
念
乱
費
。
其
以
覗
過
。
徒
扱
戒
勿
・
後
代
深
惚
。
衆
瀞
仔
升
至

心
俶
依
此
戒
。
飢
法
修
行
厘
耐
単
。

2７



勤
修
精
進
、
愼
勿
塀
怠
獺
堕
睡
眠
縦
意
。
夜
即
攝
心
存
念
三
賛
。
莫
以
空
過
、
徒
設
疲
勢
後
代
探
梅
。
衆

●

等
各
各
一
心
謹
依
此
戒
如
法
修
行
應
當
學
。
蝿
肥

＊

第
一
不
殺
生
戒
。
一
切
有
命
者
、
不
可
自
殺
教
人
殺
、
見
殺
不
随
喜
也
。
一
切
衆
生
惜
命
、
大
小
貴
賎

皆
如
惜
吾
命
。
準
可
知
之
、
菩
薩
行
願
於
一
切
衆
生
垂
一
子
慈
悲
、
何
況
忘
之
奪
其
命
哉
。
何
況
殺
生
人

中

生
生
世
世
短
命
。
諸
佛
得
長
露
依
不
殺
生
戒
之
力
也
。
我
等
生
邇
地
濁
世
、
只
引
殺
生
放
逸
業
。
爾
佃
自

今
身
至
佛
身
、
此
不
殺
生
戒
能
持
否
。
訳
読

第
二
不
楡
盗
戒
。
一
切
有
主
物
、
不
可
自
盗
教
人
盗
也
。
菩
薩
行
願
於
衆
生
垂
利
益
、
還
盗
人
物
可
令

人
苦
慨
哉
。
盗
犯
人
生
生
世
世
得
貧
窮
果
報
、
永
不
成
敗
喪
主
、
貧
諸
道
障
礪
也
。
盗
犯
印
貧
窮
因
緑
也
。

尚
不
受
富
貴
人
天
報
。
況
萬
徳
佛
果
哉
。
何
自
今
身
至
佛
身
、
此
不
倫
盗
戒
能
持
否
。
認
一
一
一
識

第
三
不
婬
欲
戒
。
不
可
自
行
婬
欲
教
人
行
婬
欲
也
。
輪
廻
生
死
不
絶
者
、
是
因
婬
欲
之
過
也
。
是
故
願

無
上
菩
提
人
、
厭
非
梵
行
、
如
怖
毒
蛇
。
旧
出
家
菩
薩
永
不
可
發
其
情
、
況
有
其
事
哉
。
在
家
菩
薩
堅
可

＊

持
不
邪
婬
戒
也
。
謂
於
我
色
之
外
不
可
念
他
色
。
行
婬
邪
者
現
在
有
三
過
。
｜
傍
人
輕
之
、
吾
心
常
苦
、

＊

一
一
偕
老
同
穴
之
友
、
顛
倒
如
怨
敵
、
一
一
一
伺
他
色
者
必
損
身
命
。
願
佛
道
人
不
可
不
愼
。
行
婬
欲
者
現
世
受

幸
苦
、
後
世
堕
悪
趣
。
価
自
今
身
至
佛
身
、
此
不
婬
欲
不
邪
婬
戒
能
持
否
。
認
一
一
一
敵

第
四
不
妄
語
戒
。
不
可
自
妄
語
教
人
妄
語
也
。
受
地
獄
熾
盛
之
業
苦
、
必
由
妄
語
罪
。
生
生
世
世
不
被

信
人
、
現
在
生
間
亦
人
輕
之
。
設
捨
身
命
不
可
妄
語
。
価
自
今
身
至
佛
身
、
此
不
妄
語
戒
能
持
否
。
噸
一
一
一

説
三

答
”

＊
＊

第
五
不
酷
酒
戒
。
不
可
自
酷
酒
教
人
酷
酒
。
菩
薩
行
願
可
令
人
生
智
慧
。
然
返
酷
酒
令
人
顛
倒
。
其
罪

無
量
也
。
価
自
今
身
至
佛
身
、
此
不
酷
酒
戒
能
持
否
。
雛
一
蔬

【
梵
】
第
五
不
姑
酒
没
。
不
可
目
鮎
酒
敗
人
酪
酒
。
菩
薩
行
願
可
令

人
生
智
恵
。
然
通
酷
酒
令
人
、
岡
。
其
卵
無
皿
也
。
価
自
今
身
至
佛

身
随
持
否
。

恕
－
由
（
イ
「
近
－
週
（
イ
）

戒
ｌ
ナ
シ
（
イ
）

輔
一
下
…
…
－
底
本
、
コ
ノ
前
、
半
葉
ア
イ
子
、
鯏
一
不
…
…

生
世
世
（
七
十
四
字
）
ガ
晒
復
シ
テ
ア
リ
。

【
梵
］
節
一
不
殺
生
戒
。
一
切
有
命
者
。
不
可
目
殺
軟
人
殺
。
見
殺

不
随
宮
也
。
一
切
衆
生
惜
命
。
大
小
買
賎
皆
如
吾
命
僻
。
噸
可
知
之
。

菩
薩
行
願
於
一
切
衆
生
垂
一
子
慈
悲
。
何
忘
之
嘩
此
命
餓
。
何
況
殺

生
人
生
生
世
世
短
命
。
諸
佛
得
長
瀞
依
不
殺
生
戒
之
力
也
。
我
等
生

過
地
濁
世
。
只
引
殺
生
放
逸
業
。
価
自
今
身
至
佛
身
。
此
不
殺
生
戒

姥
持
否
。
蒜
・

特
－
打
〈
イ
）
、
打
－
ナ
シ
Ｔ
）
、
以
下
同
ジ
。
鋭
－
問
（
イ
）

【
梵
】
第
二
不
倫
盗
戒
。
一
切
有
主
物
。
不
可
目
溢
敗
人
盗
也
。
菩

薩
行
願
於
衆
生
垂
利
益
。
還
盗
人
物
可
令
人
苦
悩
髄
。
盗
犯
人
生
生

世
世
得
貧
南
来
報
。
永
不
成
財
寅
主
。
貧
諸
道
陣
硬
也
。
盗
犯
卸
貧

窮
因
緑
也
。
尚
不
受
富
貴
人
天
観
。
況
得
萬
徳
佛
果
狼
。
価
自
今
身

至
佛
身
。
此
不
倫
溢
成
脆
持
否
。

【
梵
】
節
三
不
婬
欲
戒
。
不
可
目
行
蝿
欲
敗
人
行
婬
欲
也
。
輪
廻
生

死
不
絶
者
。
足
因
婬
愛
之
過
也
。
是
故
願
無
上
溌
捉
人
。
厭
非
冗
行
。

如
怖
雍
蛇
愈
価
出
家
篠
鰯
永
不
可
亜
其
澗
。
況
布
比
事
醜
。
在
家
菩

薩
堅
可
持
不
邪
婬
戒
也
。
調
於
我
色
之
外
不
可
念
他
色
。
行
邪
婬
者

現
世
有
三
近
。
一
傍
人
樫
之
。
吾
心
常
苦
。
二
箭
老
同
死
之
友
反
如

怨
敵
。
三
伺
他
色
者
必
批
身
命
。
願
佛
逝
人
不
可
不
旗
。
行
婬
欲
者

現
世
受
幸
苦
。
後
世
甑
悪
越
。
価
自
今
必
至
佛
身
。
此
不
媛
欺
戒
鰻

持
否
。邪
婬
－
婬
邪
〈
イ
）

剛
－
ナ
シ
（
イ
）

【
梵
】
第
隅
不
妄
舗
戒
動
不
可
目
妄
語
敗
人
妄
弧
也
。
受
地
獄
蝋
盛

之
業
苦
。
必
山
妄
溺
罪
。
生
生
世
ｕ
不
妓
偲
人
。
現
在
空
間
亦
人
輕
之
。

孜
捻
身
命
不
可
妄
語
。
価
自
今
身
至
佛
身
。
此
不
妄
舗
戒
能
持
否
。

場
－
雛
（
イ
）
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第
六
不
説
四
衆
過
罪
戒
。
不
可
自
説
教
人
説
。
四
衆
者
、
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
也
。
不
可
説
其

＊
＊

＊

過
失
。
若
説
之
、
如
獅
子
身
中
虫
自
食
獅
子
肉
。
吾
既
爲
佛
弟
子
、
何
説
同
法
兄
弟
過
哉
。
若
説
之
即
詩

佛
也
。
価
自
今
身
至
佛
身
、
此
不
説
四
衆
過
罪
戒
能
持
否
。
認
一
読

＊

第
七
不
自
讃
穀
他
戒
。
不
可
自
讃
穀
他
教
人
自
讃
段
他
。
謂
先
戒
限
穀
佛
弟
子
。
今
戒
不
穀
一
切
衆
生

戒
也
。
一
切
衆
生
皆
有
佛
性
。
誰
貴
誰
賤
。
況
生
生
世
世
父
母
兄
弟
也
。
一
念
一
言
不
讐
之
。
經
律
之
中

最
制
之
。
価
自
今
身
至
佛
身
、
此
不
自
讃
穀
他
戒
能
持
否
。
誠
一
証

第
八
樫
惜
加
段
戒
。
不
可
自
慢
惜
加
殿
教
人
樫
惜
加
穀
、
謂
檀
度
佛
道
之
初
門
也
。
樫
貧
菩
提
之
怨
敵

也
。
若
人
不
行
檀
波
羅
蜜
未
入
菩
薩
員
、
必
堕
餓
鬼
道
。
是
故
有
來
求
二
施
者
、
随
力
施
與
。
然
不
施
一

草
一
塵
許
。
反
更
罵
辱
得
重
罪
。
価
自
今
身
至
佛
身
、
此
樫
惜
加
穀
戒
能
持
否
。
級
一
読

第
九
順
心
不
受
侮
戒
。
不
可
自
順
不
受
侮
敦
人
順
不
受
侮
。
若
發
順
患
爲
人
作
怨
還
爲
我
怨
。
鯛
事
順

悪
競
發
則
忍
靜
。
必
爲
心
師
不
師
心
。
菩
薩
若
起
唄
悪
造
罪
爲
興
破
戒
。
或
於
有
情
或
於
非
情
、
努
力
不

可
起
唄
患
。
若
對
人
發
唄
患
時
、
人
以
善
言
繊
謝
還
可
和
平
、
眼
隔
得
重
罪
也
。
価
自
今
身
至
佛
身
、
此

ｊ
ｔ
－
Ｆ
、

唄
心
不
受
侮
戒
能
持
否
。
訂
一
二
審
・

＊

第
十
不
諦
一
二
賓
戒
。
不
可
自
誇
一
一
一
賓
、
謂
佛
法
僧
福
田
現
世
後
世
依
枯
也
。
既
歸
依
了
、
何
還
致
誘
。
詩

＊
＊

一
一
一
費
者
、
於
功
徳
善
根
致
是
非
偏
執
、
誘
因
縁
無
量
也
。
若
菩
薩
聞
誇
一
一
一
賓
之
鑿
、
悩
痛
如
以
一
一
一
百
矛
刺

心
。
何
況
口
自
誘
教
人
誇
哉
。
若
有
諦
者
、
洗
目
洗
耳
不
可
見
聞
。
価
自
今
身
至
佛
身
、
此
不
誇
三
費
戒
能

持
否
。
認
許
》

＊

今
此
戒
中
有
十
六
種
事
。
一
一
一
歸
戒
一
一
一
聚
淨
戒
十
重
禁
戒
也
。
若
心
交
若
心
散
凱
不
成
褐
磨
。
此
十
六
種

事
、
一
心
不
乱
能
持
否
。
誠
・
一
一
献

［
梵
】
節
六
不
鋭
四
衆
過
罪
戒
。
不
可
目
鋭
敏
人
説
。
囲
衆
者
。
比

丘
比
丘
尼
優
婆
窮
優
聾
奥
山
。
不
可
鋭
其
過
失
。
着
説
之
。
如
鄭
子

身
中
虫
日
食
獅
子
肉
。
吾
既
爲
佛
弟
子
。
何
説
同
法
兄
弟
過
奴
。
若

説
之
即
務
佛
也
。
価
血
今
身
至
佛
身
。
此
不
説
四
衆
過
卯
戒
能
持
否
。

獅
１
脚
（
底
）
Ｔ
）

法
－
Ⅲ
（
イ
）

誼
－
布
「
説
』
（
庇
）

【
梵
】
節
七
不
ｎ
讃
取
他
戒
。
不
日
誼
殴
他
牧
人
自
劃
頭
他
。
調
先

成
限
脚
弟
子
。
今
成
不
蚊
一
切
衆
生
成
也
。
一
切
衆
生
皆
打
佛
性
。

雄
撹
維
蝋
。
祝
生
生
世
世
父
母
兄
弟
也
。
一
念
一
囚
不
昏
と
。
經
仰

と
中
脳
制
と
。
冊
Ⅲ
今
身
至
佛
身
。
此
不
向
鋼
殴
他
成
値
持
否
。

【
梵
】
今
此
戒
中
行
十
六
飢
邪
。
三
蹄
成
三
楽
淨
戒
十
皿
禁
戒
也
。

船
荷
心
交
聯
心
敗
風
。
不
成
劇
廟
。
バ
ト
六
凹
珈
。
一
心
不
乱
能

持
行
。
弊

此
ノ
上
Ｉ
例
？
）

【
梵
】
節
八
弼
慨
加
蚊
戒
。
不
可
向
慨
慨
加
蚊
牧
人
屈
柵
加
蚊
。
則

佃
血
佛
逝
之
初
Ⅲ
山
．
慨
戊
祷
拠
之
怨
敵
色
。
蒋
人
千
行
柚
波
阻
皮
。

求
人
博
駈
側
・
必
田
畑
児
週
。
足
放
何
采
求
二
施
行
。
団
刀
施
興
。

然
不
施
一
蛾
一
服
好
。
反
史
瓜
辱
御
凧
卯
。
価
、
今
身
至
佛
身
。
此

憾
柵
加
盟
戒
催
符
否
。

【
梵
］
鯏
几
因
心
不
受
榔
戒
。
ｆ
叩
血
四
不
受
向
牧
人
図
不
受
侮
。

勝
硬
狽
幽
。
風
人
作
忍
。
通
風
佃
怨
。
飼
耶
咽
沮
囲
硬
則
忍
卯
。
必

鳳
心
肺
不
師
心
。
佛
噛
聯
起
咽
怨
遡
卯
。
風
低
破
戒
．
成
於
打
倒
成

於
作
例
。
努
力
不
可
越
唄
趣
。
肝
尉
人
狸
咽
避
時
。
人
以
稗
灯
似
謝
○

通
可
和
平
⑩
園
田
仰
爪
卯
也
。
Ⅲ
向
今
身
至
佛
身
。
此
団
心
不
受
悔

戒
姥
付
商
。

【
梵
】
輔
十
不
扮
三
画
戒
。
不
可
目
耕
三
寅
。
訓
佛
法
佃
栖
田
現
枇

後
生
炊
枯
也
。
既
蹄
欧
了
。
何
週
致
誘
。
謝
三
費
者
。
於
功
徳
苫
根

致
腿
非
佃
執
側
・
摘
因
緑
無
凪
也
。
若
蒋
薩
聞
誘
三
寅
之
昼
。
闇
痛

如
以
三
百
矛
刺
心
。
何
況
口
自
諦
牧
人
諭
奴
。
苦
行
読
者
。
洗
目
洗

耳
不
可
見
聞
。
価
自
今
身
至
佛
身
能
持
否
。

質
ノ
ト
ｌ
牧
人
獅
三
費
（
イ
『
極
ｌ
巣
（
イ
）
、
ヱ
ー
ナ
シ
｛
イ
）
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次
輕
戒
。
鵜
四
十
八
輕
唯
出
數
目
。
不
敬
師
長
、
自
他
飲
酒
、
食
一
切
肉
、
不
食
五
辛
、
不
畢
罪
侮
、

＊

同
學
供
請
、
聡
受
講
簿
、
背
大
持
小
、
見
病
不
救
、
畜
殺
生
具
、
是
爲
初
十
・
不
通
軍
使
、
販
人
畜
棺
、

無
事
誇
良
、
放
火
損
生
、
措
正
横
教
、
苦
行
説
法
、
依
勢
悪
求
、
詐
解
作
師
、
闘
構
雨
頭
、
放
生
資
亡
、

是
爲
二
十
。
不
得
報
離
、
特
賞
侮
徳
、
好
相
得
戒
、
捨
正
學
邪
、
爲
主
用
物
、
請
僧
差
客
、
請
利
自
用
、

次
第
請
僧
、
邪
命
合
毒
、
通
交
破
齊
、
是
第
三
十
。
不
鯛
人
法
、
横
取
養
畜
、
軍
樂
博
卜
、
退
菩
提
心
、

發
諸
善
願
、
不
破
戒
願
、
頭
陀
其
難
、
坐
無
次
第
、
建
立
請
讃
、
是
初
九
戒
。
不
受
染
遮
、
繊
相
不
解
、

非
虚
説
戒
、
故
穀
聖
禁
、
不
重
經
律
、
不
化
有
情
、
説
法
乖
儀
、
非
法
立
制
、
自
破
内
法
、
是
後
九
戒
。

以
上
五
科
六
八
備
足
。
鯛
胞
佃
從
今
身
至
佛
身
、
此
四
十
八
支
浄
戒
、
汝
能
持
否
。
誠
訴

次
現
相
。
鵬
辨
、
諸
佛
子
等
至
心
當
観
、
今
日
諸
人
信
心
受
戒
、
一
念
功
徳
薫
徹
法
界
、
十
方
世
界
諸

＊
＊

佛
淨
土
、
有
無
量
瑞
相
光
明
昭
曜
異
香
薫
等
現
、
彼
土
菩
薩
問
彼
土
佛
、
何
因
縁
故
有
此
相
現
。
彼
佛
答

＊
＊

＊

一
三
口
、
娑
婆
世
界
教
主
、
鐸
迦
牟
尼
如
來
滅
後
、
於
南
閻
浮
提
大
日
本
國
何
州
何
郡
何
山
何
寺
僧
伽
藍
虚
、

有
發
心
人
受
菩
薩
淨
戒
、
致
淨
信
請
證
明
、
故
有
此
相
現
也
。
彼
士
菩
薩
威
生
歓
喜
、
各
各
皆
言
、
如
是

等
極
悪
之
虚
、
具
足
煩
悩
悪
業
衆
生
、
能
發
如
是
極
勝
之
心
受
菩
薩
戒
、
甚
爲
希
有
。
深
生
憐
感
、
遥
見

是
人
、
生
子
弟
想
。
爾
時
諸
佛
爲
證
明
。
菩
薩
爲
同
學
、
天
龍
八
部
護
念
力
故
、
功
徳
増
長
不
失
善
根
。

＊
＊

從
此
受
戒
人
、
今
生
必
得
福
涛
而
無
諸
狹
、
富
來
汝
等
證
法
身
。
是
故
諸
人
至
心
護
持
、
寧
失
身
命
勿
敢

違
犯
。

次
後
唄
。
醜
鰈
・
虚
世
界
如
虚
空
、
如
蓮
華
不
著
水
、
心
清
浄
超
於
彼
、
稽
首
禮
無
上
尊
。

中

次
回
向
。
繩
蝿
、
上
來
褐
磨
受
戒
功
徳
、
如
虚
空
界
無
有
遥
際
、
同
施
法
界
一
切
衆
生
、
莊
巌
佛
果
、
＊

證
無
生
忍
。
祝
献
三
界
護
法
諸
天
幽
冥
神
鍵
、
皆
得
快
樂
、
風
調
雨
順
、
四
海
安
平
、
穀
果
豐
稔
、
災
冷

【
梵
】
次
現
梱
。
揃
比
時
十
万
世
界
潴
佛
浄
土
有
隔
皿
醐
相
之
光
明
明

照
典
番
煎
等
現
。
彼
士
菩
薩
問
彼
北
佛
。
何
閃
縁
故
有
此
相
現
。
彼
佛

符
訂
。
婆
婆
世
界
牧
主
廊
迦
牟
尼
如
来
。
壬
申
滅
後
二
千
蝋
。
澗
闘

浮
拠
大
冊
本
困
某
月
某
日
某
州
某
曲
。
有
發
心
人
受
醤
蕨
瀞
戒
。
致

淨
佃
謝
緬
明
。
故
有
此
相
現
也
。
彼
上
菩
薩
戚
生
猷
灘
。
各
各
皆
司
。

如
是
等
極
慰
之
囲
・
具
足
煩
悩
。
恕
粟
衆
生
。
膣
發
如
腿
極
勝
之
心
受

像
駈
戒
。
砧
臓
希
有
。
潔
生
怜
懸
山
。
南
時
論
佛
鱒
戒
師
篇
証
明
。
菩

薩
鰯
同
學
鱒
剛
侶
。
天
王
阻
王
夜
叉
腿
利
等
来
加
擁
麺
。
依
之
今
生
必

縛
百
二
十
年
之
謝
柵
而
無
忍
。
岱
来
定
托
三
敬
九
品
と
迩
盗
而
可
生
。

汝
等
宜
忠
志
心
麺
持
不
惜
身
命
勿
理
犯
。
仰
、
三
寅
慈
怨
鳳
海
遜
趣
明

釦
見
。
梵
綱
蒋
薩
戒
憾
麺
知
施
主
丹
戦
。
令
滿
足
二
世
求
願
。
乃
至
法

界
平
等
利
益
供
養
柳
陀
脳
尼
一
切
遡
緬
。
Ⅱ
回
向
懸
止
大
野
腿
。
Ⅱ
．

戒
ｌ
ナ
シ
（
イ
〉
、
剛
ｌ
昭
７
）
、
彼
ノ
下
ｌ
土
〈
イ
）
、
後
ノ
下
－

「
如
来
滅
後
二
千
何
両
何
十
何
年
、
今
蕊
何
之
何
年
十
千
何
月
何

日
」
（
イ
）
、
於
Ｉ
「
側
伽
藍
」
ノ
上
一
一
ア
リ
（
イ
）
、
何
山
何
寺
ｌ
何
何

山
何
何
脚
寺
（
イ
）
、
従
－
因
（
イ
）
、
汝
等
－
決
定
拙
浬
斑
面
Ｔ
）

【
梵
】
後
馴
。
血
世
界
如
虚
空
。
如
遮
花
不
符
水
。
心
桁
淨
超
於
彼
。

稽
首
轍
無
上
尊
。

【
梵
】
回
向
。
上
来
説
成
所
生
之
蜘
業
。
伏
睡
喘
等
遂
宙
綴
寂
光
圭
托
生
。

瑛
十
身
命
邪
と
沸
果
。
坐
密
蝦
曜
麟
之
蓮
盛
。
進
三
身
回
涌
之
毘
位
。

自
初
地
移
十
地
。
従
雰
挺
至
妙
蝿
。
化
功
師
己
。
特
老
燗
心
太
施
主
Ⅸ

叩
等
・
毅
成
紳
擁
護
。
耐
百
年
鱒
算
撫
怨
。
預
緒
佛
護
念
。
而
二
世
悉

典
ｌ
ナ
シ
７
）
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加
行
初
Ⅱ
式
、
附
佛
前
献
供
紀

一
番
鳴
鐘
、
二
番
鳴
鐘
、
四
衆
著
座
、
法
鼓
戒
師
進
向
五
師
前
、
｜
一
任
香
、
泗
水
、
洗
米
薫
備
。
鯉
師

耕
一
虹
、
腕
日
嗣
調
菓
子
一
列
棚
佃
、

＊
＊

菓
十
日
日
改
働
白
餅
六
日
蓋
又
改
仰
展
坐
具
三
拝
、
拝
了
而
登
座
。
侍
者
進
見
壁
、
戒
師
安
座
、
把
柄
香
蝋
至
心
焼
香
、

鮮
噸
扱
豐
一
一
露
、
嚇
師
學
心
經
、
連
調
三
遍
。
鋤
鰄
」
一
一
通
了
而
説
戒
。
説
戒
了
而
戒
師
唱
五
師
。
戒
徒

＊
＊

＊

唱
和
。
引
綱
五
十
三
佛
。
餓
罷
鯛
洲
日中

＊

別
葉

受
戒
前
預
可
教
戒
衆
書
従
前
倣
過
罪
業
於
小
紙
上
、
或
空
紙
以
心
書
之
亦
可
。
而
受
戒
日
、
懐
之
入
道

場
。
二
侍
者
澱
浄
水
於
衆
頂
之
後
、
衆
各
紙
而
焼
干
佛
前
。
是
焼
霊
生
生
衆
罪
者
也
。

受
戒
之
日
、
可
教
戒
衆
持
一
日
斎
。
受
戒
後
必
須
半
月
半
月
布
薩
。
布
薩
梵
語
、
此
云
浄
住
、
乃
清
淨

而
住
也
。
出
家
固
也
。
錐
在
家
可
随
僧
布
薩
。
若
無
僧
可
随
、
或
家
務
無
暇
則
只
就
自
家
佛
室
調
諸
悪
莫
作
、

衆
善
奉
行
、
自
浄
其
意
、
是
諸
佛
教
。
此
亦
布
薩
也
。
川
Ｒ
ｕ
耐

除
滅
。
十
方
三
世
一
切
諸
佛
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
。
盛
儀
已
聡
戒
師
就
椅
明
云
、

＊

戒
作
法
己
畢
。
各
當
登
壇
受
戒
牒
。

●

侍
者
次
第
呼
名
、
受
者
魔
呼
進
椅
前
。
蝿
而
受
と
。
受
了
蹄
位
合
衆
。
受
耶
戒
頭
四
手
唇
屯
云
、
大
衆
五
師
一
一
一
拝
。
次
成
頭
又
云
、
成
師
和

巾

尚
窒
一
拝
。
泙
了
而
成
師
下
椅
、
Ｋ
師
削
焼
香
密
二
作
出
増
。

尤
ｌ
ナ
シ
（
イ
）
、
頑
ｌ
ナ
シ
（
イ
「
伽
ｌ
ナ
シ
（
イ
）
、
白
１
ナ
シ
（
イ
）

六
Ⅱ
張
．
－
至
六
Ⅱ
（
ィ
）
、
又
Ｉ
ナ
シ
（
イ
）
、
旧
ノ
下
－
也
（
イ
）

秤
了
而
－
次
（
イ
）

戒
●
－
ナ
シ
（
イ
『
打
Ｉ
ナ
シ
〈
イ
）

勘
成
丁
面
１
次
〈
△

徒
’
－
從
了
）
、
網
ノ
Ｔ
Ｉ
叩
（
イ
）

峨
初
ｌ
初
日
（
４

比
－
ナ
シ
〈
イ
）

迄
’
五
師
（
イ
）

地
旧
成
。
乃
至
一
一
『
界
六
趣
衆
生
四
生
几
有
群
顛
。
岡
川
苦
域
。
共
生

瀞
刹
。
仰
翼
蓮
花
遷
止
血
遮
那
如
来
錘
明
知
且
警
願
令
成
帆
也
。

戒
－
ナ
シ
（
イ
）
、
冷
Ｉ
鯵
（
イ
）
、
成
儀
己
…
…
１
本
文
二
作
ル
｛
イ
）

【
梵
】
比
丘
桀
西
注
之
。

各
Ｉ
各
各
（
イ
）

侍
者
次
…
…
拝
出
期
（
六
十
五
字
）
ｌ
本
文
一
一
作
ル
（
イ
）

尚
－
上
（
イ
）

Ⅲ
碑
児
仰
ｌ
ナ
シ
〈
イ
）

別
雌
（
（
完
乎
）
－
ナ
シ
（
イ
）
。
以
下
ノ
段
、
梵
本
ニ
ナ
シ
’

ヴ
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営
日
滿
戒
規
則

一
、
丑
刻
洗
面
起
軍
、
朝
課
如
常
・
引
綱
粥
磐
入
浴
。
雛
白
衣
著
抹
浄
衣
・
優
婆
塞
、
優
婆
夷
結
齋
、

＊

鮮
潔
衣
可
着
用
事
。

＊
＊

｜
、
當
日
戒
徒
之
外
、
注
連
繩
之
内
不
可
入
。
尚
又
雑
人
参
詣
門
内
不
可
入
。
因
縁
血
脈
授
與
之
輩
、
結

＊

界
外
可
爲
聴
聞
事
。

｜
、
把
散
杖
加
持
香
水
。
編
繊
蹄
鰔

｜
、
一
一
侍
者
集
記
前
罪
餓
悔
之
紙
焼
衆
前
。
已
下
受
戒
作
法
畢
而
戒
師
唱
日
、
戒
作
法
已
畢
。
》
一
一
鰡
鯛
辮
軒

＊

辨
鰡
・
引
識
次
第
。
呼
名
、
受
者
随
呼
進
椅
前
。
此
時
室
中
戸
内
承
五
香
湯
、
淨
手
脆
而
受
戒
系
。

＊

｜
、
因
縁
血
脈
戒
牒
授
與
下
椅
檀
前
呼
出
、
戒
師
手
渡
。

＊

｜
、
當
日
齋
座
、
戒
師
展
待
。＊

｜
、
若
戒
徒
之
中
有
請
八
齋
戒
者
、
翌
日
於
佛
前
須
授
之
也
。

＊
＊

側
戒
溺
膳
當
日
式

＊
＊

淨
衣
著
抹
、
傅
戒
師
前
胡
脆
合
掌
。
一
別
小
机
設
之
、
香
櫨
。

＊
文

卿
戒
師
告
日
、
焼
香
一
一
一
葎
、
拝
了
而
戒
締
舩
Ⅲ
、
庇
進
受
禰
頂
。
受
丁
而
三
拝
。
成
帥
唱
云
、

＊

我
有
菩
薩
心
地
大
戒
、
當
今
欲
授
與
汝
、
能
護
持
否
。
答
曰
、
能
護
持
。
一
一
一
癖
、

＊

今
此
菩
薩
心
地
大
乘
戒
、
霊
形
毒
霊
未
来
際
、
汝
能
護
持
否
。
答
曰
、
能
護
持
。

＊

授
與
戒
系
井
心
印
戒
傳
文
畢
。
頂
戴
了
而
焼
香
一
一
一
拝
退
出
笑
。

三三・

符鋭
町

｜
－
朱
飛
「
○
」
（
イ
『
以
下
岡
ソ
。
坐
－
座
（
イ
）
、
徒
－
徒
（
イ
）

因
緯
Ｉ
ナ
シ
（
イ
）

邪
－
コ
ノ
段
ノ
後
、
次
ノ
各
箇
条
有
り
（
イ
『
○
ハ
朱
飛

○
卯
刻
、
趨
師
先
進
血
椅
傍
。
戒
頭
打
乎
啓
一
通
、
輿
衆
共

展
坐
凡
箕
鼬
合
懲
。
戒
頭
到
戒
師
加
、
長
馳
馴
云
、
大
窪
菩

薩
位
以
下
有
前
云
々
。
慈
感
故
迄
三
税
。

○
戒
師
受
講
了
、
先
到
五
師
帥
、
拝
。
迩
蝉
座
⑪
弔
醗
恥
跳

○
次
戒
賦
、
巡
焼
香
於
中
央
趣
。
師
位
而
唱
云
、
大
衆
向
兀

師
三
拝
。
鰻
・
又
戒
顛
進
焼
香
。
蹄
位
咽
云
、
人
衆
向
収
師
和

上
三
坪
。
船
齢
、

○
慨
侮
文
。
醸
回
粥

○
肛
戒
十
砿
六
八
、
一
々
咄
了
時
、
施
持
否
。
二
間
。
能
持
。
領

○
間
七
遮
薙
時
、
昭
恐

徒
ｌ
衆
（
イ
）
、
行
Ｉ
配
（
イ
『
頂
欺
Ｉ
此
〈
イ
）
、
壇
ｌ
檀
（
イ
〉

鍋
－
調
Ｔ
）

系
－
コ
ノ
段
ノ
後
、
次
ノ
各
箇
条
有
り
（
イ
）
、
○
〈
朱
鉱

○
合
宋
、
受
戒
系
了
、
戒
狐
岨
手
啓
一
通
報
三
．
大
衆
向
五

脚
三
坪
。
又
云
、
向
戒
師
和
化
三
拝
、
四
衆
各
々
拝
了
。
戒

師
下
椅
向
近
師
、
焼
行
三
邦
。

○
満
成
Ⅱ
持
濁
。
弘
ｒ
低
価
．

○
受
鰹
已
後
、
半
月
半
月
布
薩
噸
．
・
せ
に
側
‐

○
戒
師
、
下
椅
兀
師
拝
了
、
坐
檀
下
・
知
客
兄
之
、
時
川
染

劃
戒
寄
資
、
度
興
戒
釧
。
戒
弧
接
取
、
戒
師
署
座
と
前
脚
。

櫛
明
日
、
各
々
謝
成
鰯
Ⅲ
．
仰
納
愛
か

戒
牒
ｌ
ナ
ン
〈
イ
）
、
特
ノ
下
Ｉ
同
日
持
齊
（
イ
）
、
廟
Ｉ
背
く
イ
）

廟
ノ
Ｔ
－
式
７
）

徹
日
式
（
二
字
）
－
ナ
シ
〈
イ
）

偲
ノ
上
ｌ
於
（
イ
）

前
小
机
…
…
之
香
城
（
化
宇
）
－
ナ
シ
（
イ
）

佃
戒
師
…
…
師
聡
云
（
二
十
九
字
）
－
本
文
二
作
ル
（
イ
）

告
－
唄
才
）

戒
－
ナ
シ
（
イ
）

否
ノ
下
１
二
間
（
イ
）

二
説
ｌ
ナ
シ
〈
イ
）

拝
ノ
下
－
伽
（
４
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雑
時
昭
馴
十
肛
耶
十
月
腓
肛
日
・
泉
谷
卸
凪
薊
川
。
防
水
。

昭
和
十
肛
年
十
月
Ⅱ
一
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
肛
口
、
来
瓶
巾
芝
Ⅸ
三
川
南
本
町
仙
術
が
二
於
テ
細
魁
正
法
胆
戯
樹
ア
リ
。
脱
湖
惟
安
老
師
逝
心
巻
ヲ
洲
セ

ラ
ル
。
十
川
Ⅱ
四
日
邦
職
シ
テ
老
師
ガ
森
江
弼
臓
ヨ
リ
剛
入
セ
ラ
レ
タ
ル
森
大
猟
師
所
駁
水
ノ
栄
簡
諏
肺
所
側
ノ
成
法
ヲ
棚
リ
テ
廟
ス
。
虎
釧

＊

傳
戒
或
戒
師
前
、
高
机
花
蝋
燭
香
水
調
之
。
艫
。
蜜
附
底
心
得
、
避
他
人
事
也
。
右
褐
磨
文
別
紙
書
。

前
日
受
授
人
渡
置
事
也
。
戒
系
井
心
印
傳
戒
文
預
認
置
、
當
日
授
之
事
。

ノ
柳
戒
軌
ノ
潟
木
モ
ー
締
二
同
証
一
一
テ
ア
リ
シ
ガ
．
コ
レ
ハ
郷
学
大
系
ノ
中
ニ
ァ
ル
ニ
ョ
リ
テ
鱒
サ
ズ
。

側
成
伽
…
…
－
コ
ノ
段
以
下
ナ
シ
。
次
ノ
「
肛
帥
牌
粘
貯
」
ア
リ
（
イ
）

五
師
牌
墹
号

樹
無
得
戒
大
和
尚
本
陣
再
迦
牟
肥
佛
。

禰
無
文
殊
師
利
醤
雌
刷
贈
何
個
梨
・

耐
無
知
勒
慈
氏
灘
薩
紋
技
阿
棚
梨
。

剛
擁
十
万
四
筵
蛎
佛
誕
戒
鰯
．

附
無
十
方
鯖
稗
薩
紫
脚
注
偶
。

剛
離
級
戒
孤
伽
睦
細
犬
鱒
艸
。
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